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はじめに
中国の少数民族のひとつである朝鮮族は、自身の言語と長い歴史を持っている民族である。主
に中国の東北三省吉林省、黒龍江省、遼寧省及び内モンゴ、ルに居住している。中でも、集中して
居住している地域は吉林省の延辺朝鮮族自治州である。朝鮮族独自の歴史と文化、言語と教育が
最も顕著に見られる地域であるため、延辺に関する先行研究は数多くある。例えば越貴花
(2007）は、延吉市とハルピン市の二か所の学校の学生を対象とした地域、家庭、学校三つの言
語環境に関する調査、また朝鮮族学校と漢族学校を選択した教師へのインタピ、ューなどの事例を
挙げて、朝鮮族学校の教育状況と学校選択における朝鮮族の民族意識に関して考察した。清水登
(1997）では、延辺朝鮮族自治州の漢語教育について、漢語教学をめぐる主な出来事、 1992年の
漢語文教学大綱（学習指導要領のこの時期の名称）の概要を説明しながら、延辺朝鮮族自治州の
民族小学校の漢語文授業調査を行い、この地域における朝鮮族小学校の漢語文教学の実状を考察
している。金紅梅（2010）は、普通話政策により普通話展開の背景と過程、普通話と少数民族言
語との関係、中国における二言語教育の推進、改正前、後の延辺朝鮮族自治州における言語教育
政策にかかわる条例の比較などについて検討した上で、延辺朝鮮族自治州における漢語教育の改
革を論じて漢語が強化されている原因を考察した。予貞姫（2005）は、中国圏内の要因、国外の
要因と朝鮮族内部の要因という三つの要因から延辺地域における朝鮮族の言語選択の要因を解明
し、アンケート調査の分析に基づき、学校文化、家庭文化、階層と学校選択との関連性を考察し
た。このように、朝鮮族の集中地である延辺朝鮮族自治州に焦点を当て、中国朝鮮族の民族教育
や漢語教育について考察する研究が多い。延辺朝鮮族自治州は中国における朝鮮族の実態を最も
よく表しているが、他の朝鮮族が集中している地域からも異なる視点から分析することができる
だろう。
延辺の他にも朝鮮族が自身の民族文化を伝承しながら、中国国家による少数民族政策や民族言
語政策などに基づ、いて教育を行っている地域は少なくない。遼寧省の議陽市はその一つである。
藩陽地域朝鮮族の教育と二言語使用も延辺地域と同じく長い歴史を持っているが藩陽地域に関す
る研究はまだ延辺地域に及ばない。中田敏夫（2012）は、中国朝鮮族の母語と国家語に関する言
語意識調査のその一部で、審陽市在住朝鮮族 教員、学部生、大学院生に対し言語意識を中心に
インタピ、ューした内容を文字に起こしている。
筆者は出身地である渚陽地域に焦点を絞り、 2000年前後に生じた朝鮮族教育の変化に注目しつ
つ、 j審陽朝鮮族の漢語教学の変化の実態を調査することによって、 j審陽朝鮮族の朝鮮語と漢語の
使用状況を明らかにしたいと考えている。よって本論文では中国遼寧省渚陽市在住朝鮮族を対象
とし、 j審陽市朝鮮族の言語と教学について調査し、 j審陽市朝鮮族はどのように教育を受けている
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のか、またどのように朝鮮語と漢語両言語を使用して生活しているのかを検討することを目的と
する。
本論文の構成は以下のとおりである。
第一章では、中国朝鮮族の移住の歴史及び藩陽市在住朝鮮族の分布について概観する。中国朝
鮮族はどのようなルートで移住してきたのか、藩陽地域内においてどのように分布しているのか
について述べる。
第二章では、渚陽市在住朝鮮族の義務教育の現場における使用言語について述べる。現職の教
員へのインタビュー、教学大綱の記述、新旧漢語教科書の比較を通し、 2000年前後の教育方針の
転換について論じる。ちょうどこのころに義務教育を受けた筆者の経験も併せて述べる。
第三章は、 2013年2月と2014年11月の二回に渡って筆者が実際に渚陽市で、行った藩陽市在住朝鮮
族の朝鮮語と漢語の使用状況に関するアンケート結果を分析する。質問項目は主に家庭内、教育
現場、日常生活の三つの場面における言語使用状況に関するものである。地域別、年代別に結果
を示し、言語の使用状況と、話者の居住地域や年代との関連性を調べる。
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第一章朝鮮族の歴史と概況
第一節朝鮮族が東北に移住した歴史的経緯
中国朝鮮族とは、朝鮮半島から中国に移住して来て150年以上の歴史を持ち、中国国籍を持って
いる朝鮮民族のことを指す。朝鮮族という呼称は、 1949年以降、中国で少数民族政策が実施され
る過程において、中国東北部の朝鮮人に付与された少数民族としての名称である。
近代以降、 19世紀の中頃から朝鮮族の中国移住が始まり、移住地域は東北の各地域に分布して
いたが、その中でも今の吉林、特に延辺地域に数多く移住した。現在、中国の唯一の朝鮮族自治
州である延辺は吉林の東南部に位置し、白頭山と豆満江が中朝国境線となっている。この地域は
歴史的に中原の漢族文化の影響が少なく、様々な民族の生活の拠点であった。19世紀後半になっ
てから、延辺朝鮮族自治州の本格的な移住が始まったら 1860年代から、朝鮮族の中国東北地域へ
の移住ルートは鴨緑江を渡って行く路線、 豆満江を渡って行く路線、沿海州、｜とシベリア地域から
ウスリー川と黒龍江を渡って入る路線の三つがあった。朝鮮半島の人は延辺を中心として鴨緑江
と豆満江の）, ，から北部と西部に進んで東北内地まで拡散した。
車哲九（1998）によると、朝鮮族の移動は、大きく 3つのステップを踏んだ。第l段階は、 19世紀
半ばから1910年の 「日韓併合Jまでで、主に中国東北部に移住してきた。 第2段階は「日韓併合」
から、 1931年の「9.18」事変前夜までであり、第3のステップは、 「9.18J事変から1945年の第2
次世界大戦の終わりまでで、東北アジア地域の朝鮮族の分布がほぼ形成された。詳しくは以下の
通りである。
1) 1860年から1910年まで
1860年代から1910年の日韓併合の時期までは，朝鮮半島北部の住民が、この地方に越境して農
耕を営んでいた時期で、朝鮮族の移民集団の初歩的な移民居住地が成立した。1860年代に朝鮮半
島北部で発生した大規模な自然災害のため、朝鮮移民は清政府の封禁令にもかかわらず、中国東
北地域に入り 、生計の道をはかつて来た。 『世界民族事典』 (2000）によれば、 1885年に清国政
府が封禁令を廃止し「朝鮮人開墾区域」を設置することにより、従来にない数多くの朝鮮人農民
が中国に渡った。その数は7万7000人と記録されている。朝鮮族の移動と中国の東北に分布してい
る状況を見ると、 1906年まで、朝鮮族は西の安東と興京と敦化を結ぶ直線よりの南部地域に限定
されていて、西北地域の輝発河と東の寧古塔と穆陵河を結ぶ直線を越すことはなかった。 しか
し、 1907年からは、延辺地域、更に牡丹江沿岸と三姓つまり東北境内までに移住し、人数が増え
I 『世界民族事典』2000、弘文堂： 409参照
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てきた。 1894年までの 7万8000人が1910年になって10万9000人まで増え、延辺地域は1904年の 5
万人ぐらし、から1909年の18万4867人まで増え当時の満族と漢族の人数を超えた。数多くの移民者
は鴨緑江と図柄江沿線に住んでいた。
2) 1911年から1930年まで
車哲九（1998）は、 1910年の日韓併合から1931年の9.18事変までの移動は主に政治原因の移住
だと述べている2。この時期の移動はただ中国東北地域への移動ではなく、他の国への移動も行っ
ていた。龍井は当時最大の朝鮮族が集まり住んでいたところで、 1930年に至り約20万人の人口を
有することになった。 1910年から1912年までに旧ソ連シベリア地域に移住した朝鮮族は6354人に
なる。 1910年から1920年まで、鴨緑江の北に移住した朝鮮族は9万7657人、図｛門江北に移住したの
は9万3883人、合わせて19万2540人である。 特に1919年の 「3.1」運動後の数多くの愛国志士、独
立軍と反日群衆が東北に流れた。 そして、中国東北の朝鮮族人口は1920年の45万9400人から1930
年の63万982人に増えた。その中、延辺四県は大体40万9402人で中国に移住した朝鮮族全体の
64. 9%を占め、安東と通化は5万545人で8%、鉄峻地域は9万7169人で15.4%、吉林と長春地域は2
万4157人で3.8%、黒龍江地域は4万4463人で 7%、大連、旅順地域は1747人で0.27%、他の地域
が約1000人である。延辺地域はすでに中国朝鮮族の主要な集居地になり、遼寧省にも朝鮮族の人
数が比較的に集中し、黒龍江にも朝鮮族が増えてきた。
『世界民族事典』 (2000）によると、日本の植民地統治の弾圧と収奪から抜け出すための避難
性の移動が主流をなし、その地域も関東地方から現在の中国東北部一帯に広がった。その数は
1910年から1920年の聞に急激に増加し、 1920年代末には46万人に達する。
3) 1931年から1949年まで
この時期は朝鮮族の移住規模が一番大きい時期である。 1931年9.18事変から1945年8.15解放ま
で、日本帝国主義の移民政策による強制移住3が行われ、東北の朝鮮族の集団居住地が作られた。
この時期、日本は満州国を立てて朝鮮半島から農民を移住させた後、満州地域を開拓することに
より、大陸侵略のための経済基盤を造成しようとした。日本の強制移住で、中国東北の朝鮮族人
口は1945年には216万3015人になり、 1932年の67万2649人の2.2倍増えた。1935年には83万人に、
1940年には145万人に増えている。 この時期、日本の強制移住のほか、自主的に中国に来た人もい
2車哲九 1998: 140-145 
3朝鮮人強制移住 ：朝鮮人第一波の移住は、 1937年8月 21日付政府・党中央委員会決定＜極東地方境地帯の朝鮮人住民
の移住について＞によって行われた。これによって約 7万8000人が移住させられ、ウズベキスタンとカザフスタンへ移
住させるよう命令した。第二波は、 1937年 9月 28日付政府－党中央委員会決定＜極東地方境地帯の朝鮮人住民の移住に
ついて＞によって行われた。残りの朝鮮人を放置して置くことは政治的に危険だとの内務人民委員部の判断に従い、極
東地方のすべての朝鮮人を移住させることが決められたのである。1937年 10月25日、北方にいた約 700人（11月初頭
までに移送）を除き、極東地方からの朝鮮人の追放は完了した。全部で 17万 1781人が移送された。 『世界民族問題事
典』 1995：東京、平凡社 pp735 
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る。ことに1936年からの集団移住により、慶尚道村、全羅道村など、新しい形態の朝鮮族村が形
成された。日本から建てた鉄道は朝鮮族人口流動に便利性を提供した。記録によると、 1945年8月
まで、世界各国へ移住した朝鮮族は当時朝鮮半島の総人口の15%ほどを占め、 400万人にもな
る。 その中で、中国東北に定着した人が約160万、旧ソ連のシベリアと極東地域に約20万、日本に
は約210万、他の固と地域に約3万人移住した。第2次世界大戦の終わりの後、朝鮮族の大量的移行
は、ほぼ終わった。この時期の移民の特徴として数が多いこと、スピードが速いこと、鉄道路線
沿線に分布していることが挙げられる。
移住が完了し、解放後の混乱を経て、 1949年の中華人民共和国の成立以降、朝鮮族は少数民族
に編入され、中国国民である少数民族朝鮮族として歴史を作っていくことになった。解放から新
中国の成立、その後の朝鮮戦争、大躍進、反右派闘争、文化大革命など運動によって、避難民と
して北朝鮮やロシアへ移動することも大規模にあったが、形成した朝鮮族の跨境生活圏は、この
ような激動の中でも存続してきた。解放後は、東北三省の朝鮮族は山東半島、京津地域、華東地
域と華南地域に移住し始めた。
第二節 中国朝鮮族集中居住区及び溶陽朝鮮族の分布
（一）中国朝鮮族集中居住区と人口
中国東北地域で形成した朝鮮族の大規模集中居住区は朝鮮族の独特な民族習慣を保存すること
に大きな貢献を加えた。解放前の三回の大規模の遷移により、朝鮮族は五つの基本集中居住地を
形成した。南満集中居住区、北満集中居住区、東満集中居住区、東辺道及び関内集中居住区であ
る。
2000年の人口統計によると、朝鮮族は192.38万人の人口を有している。朝鮮族は全国31省、自
治区、市に分布しているが、主に吉林、黒龍江及び遼寧省の三省に集中している。この三省には
177. 52万人の朝鮮人が居住しており，朝鮮族総人口の92.27%を占めている。その他、朝鮮族が一
万人口を超える地域は内モンゴ、ル、山東省、広東、河北、天津、北京である。
（二）藩陽朝鮮族の人口と分布
2000年全国第五回人口調査によると、 j審陽は41個少数民族を有して、全市少数民族の人口は
705044人、全市総人口の9.79出を占めていた。その中、満族が383376人で、全市少数民族の54.38見
を占め、朝鮮族は94600人で、全市少数民族の13.42出を占め モンゴ、ノレ族が94530人、全市少数民
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族の13.41弘、回族は72811人、全市少数民族の10.33弘、錫伯族が54628人、全市少数民族の7.75弘、
他の36個少数民族は5099人であり、少数民族総数の0.7舗を占めていた。全市は七つの少数民族の
集中居住区、 8つの民族郷及び256個民族村がある。その中、子洪区の大興朝鮮族郷と東陵区の揮
河朝鮮族郷が典型的な民族郷である。
2012年第六回全国人口調査の統計によると、藩陽市朝鮮族の人口は92114名で、第五回全国人口
調査の統計94600名より 2.6目減っている。第五回調査の人口は第四回の83329名より一万名ぐらい
多く、これまでで最多である。
j審陽朝鮮族はおおまかに言って、大分散、小集中の特徴を持っている。その中で、渚陽市朝鮮
族の主要集中居住地は和平区、子洪区、東陵区、蘇家屯区であり、合計65259人で全市朝鮮族人口
の68.98%を占める。他は、藩陽市の藩河、大東、皇姑、鉄西、藩北、遼中、康平、法庫、新民な
どの区（市）や県に暮らしている。 j審陽内の人口移動も大きくあって、今藩陽市朝鮮族が一万人
以上集中しているところは、和平区、皇姑区、蘇家屯区、干洪区の四つの区である。
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第二章 中国朝鮮族の教育と言語
中国の朝鮮族は、中国少数民族政策と少数民族言語政策に基づいて朝鮮族自民族の言語と文化
を維持しながら、漢語教育を行っている。民族言語や教育に関する政策は中国政府や中国国家教
育委員会が制定した政策を基準としている。国家政策は常に変化しているが、政策の変化と朝鮮
族教育の需要とともに、中国朝鮮族の教育も変化している。本節では言語教育政策の条例の検討
と朝鮮族学校における漢語教育の現状を考察する。また、 2006年の「漢語課程標準（試行版）」
と 2013年に出された新訂「漢語課程標準」の内容を対照し 10年前と現在の漢語教育の違いを論
じる。最後に現在使われて漢語教科書の内容を述べ、この 10年の朝鮮族漢語教育の変化を検討す
?
第一節 朝鮮族学校における漢語教育の変化
中国に 56ある民族はそれぞれ独自の言語や文化を持っている。回族や満族のような自民族の
言語を失った民族がある一方、チベット族、カザフ族、ワイグル族、朝鮮族のようにそれぞれ自
分の文字と言語を保持している民族もある。
多種多様な方言、民族言語が存在している中国においては、共通している言語が必要とされ、
全国で通用する標準語の普及が必要であった。それが、 1950年代に正式に出された普通話政策で
ある。現行の 『中華人民共和国憲法』 4の第四条では「国家は全国通用の普通話を推し広め
る。」とし、第 4条の中には、 「中華人民共和国各民族は一律平等である。……各民族は皆自己
の言語文字を発展させる自由があり、自己の風俗習慣を保持或は改革させる自由がある。」とし
ている。また、第 121条では、 「民族自治地方の自治機関で職務を執行する時、本民族自治地方
自治条例の規定に基づいて、当地通用の一種又は複数の言語文字を使用するj と記載されてい
る。このように、国家は全国通用の普通話を普及させるとともに、各民族が自己の民族言語文字
を保存できると決められている。
以来、中国の少数民族言語政策は、各民族の言語文字と普通話5を共存させることを目標として
掲げると同時に、民族自治地方と少数民族集中地方では当地通用の少数民族語も公用語として認
めている。 2001年 1月 1日の「中華人民共和国国家通用語言文字法」6が実施になると同時に、全
4中華人民共和国中央人民政府 h社p://www.gov.cn/gongbao/content/2004/content_62714.htm 2015年 1月 13日確認
5普通話：中国における規範の共通語（漢語では「共同口」）としての機能を担わされている現代漢語標準語である。
普通語は、北京語の発音を標準音、北方話を基礎方言、典活的な現代白話文の作品を文法規範とする現代漢民族共通語
である。 （『i吾吉学百科河典』 1993:599参照）
6中華人民共和国教育部h仕p://www.moe.gov .cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/moe _ 619/200409/3131.html2015年 1月 12日
確顎
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国通用の普通話は 「国家通用語」に確定され、この時期から少数民族の教育でも少数民族言語を
学習すると同時に、普通話の学習も義務付けられた。以上が普通話と少数民族言語との関係であ
る。
金紅梅（2010）によれば、 1980年代以降、 「普通話Jが義務づけられるようになってきた少数
民族の間では、双語政策が進められている7。普通話が義務づけられるようになってから、朝鮮族
も民族政策に基づいて、自分の文字と言語を保ちながら漢語教育も行うようになった。権寧俊
(2005）は、中国共産党中央政府は 1949年 9月に制定した建国初期の基本法である「共同綱領」
によって、中国少数民族教育の機会均等と平等の権利を法的に保障し、中国少数民族の一員とな
った朝鮮族は民族語の使用と朝鮮民族固有の文化の継承及び発展を保障されたと指摘した8。その
後、朝鮮族学校教育においては、朝鮮語と漢語のパイリンガル教育が本格的に行われるようにな
った。
1986年 4月 12日第六期全国人民代表大会で『中隼人民共和国文各教育法』 9が成立した時から
義務教育の実施段階に入り始めたと言える。その中の第四章には二十条「義務教育の実施は国務
院教育関連部門から発表した指導性教育、カリキュラムと教育計画の教育に従って教育活動を行
う必要がある。」と二十五条「少数民族言語を使って教学する学校は、小学校高年級或は中学校
で漢語課程を開設すべき、または実際の情況によって適切に早めに開くこともできる。 」という
内容が記載された。これよりも以前に、中華人民共和国教育部と国家民族事務委員会による 1980
年 10月 9日の「少数民族教育の更なる強化に関する報告jでは、 「三十年の経験教訓に従って、
民族教育を発展するため、真剣に党の民族政策を執行実施し、少数民族の政治上、経済上、文化
教育上の民族平等権利と民族自治権利を十分に保障、尊重すべき；漢族地域と同様に処置せず、
必ず各民族の実情に合わせること。……民族中小学校の教育の発展は、教育体制と教学内容、教
学方法などの面から少数民族の特点に適合しているべきである。最も重要なのは、自民族言語文
字を持っている民族であれば、自民族の言語を教育するべき、自民族の言語を勉強すると同時に
漢語を学ぶべきだ。」と指示しており 10、既に自民族の言語の保持と共存しうる漢語教育の必要性
が指摘されていた。
1991年 12月 8日に国家教育委員会と国家民族事務委員会は「民族教育工作の更なる強化に関す
る若干問題の意見」を提出し、民族教育は民族の特徴と地域特徴に従って発展すべきで、民族教
育を強化させるべきであるという内容を記している。1992年 7月 23日の 「民族学校教材建設工作
7金紅梅2010: 74参照
B権寧俊2005: 188参照
9《中隼人民共和国文%教育法》は中国の九年義務教育制度を実施する根本的な教育法である。すべての適齢の児童、少
年は必ず受ける教育であり、国家による保障的な公益性事業である。義務教育を実施し、学費と雑費は一切払わない。
中華人民共和国中央人民政府 htp://www.gov.cn/flfg/2006・06/30/content_323302.htm 2015年 1月 13日確認
IO中華人民共和国国家民族事務委員会 http://www.seac.gov.cn/art/2004/6/29/art _ l 42_101122.html 2015年 1月 13日確認
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の強化に関する意見」も提出された。そして、 1992年 11月 2日の「民族散雑居地域少数民族教育
工作の強化に関する意見j llを提出して、民族教育において少数民族学生は民族言語を習得すべき
であり、双語教学で授業を行えるように積極的に条件を整えるべきであるとされている。1992年
からは、小学校一年生から漢語文授業を受けることにし、漢語教育が重視されるようになった。
続いて、 1999年の『中国の少数民族政策及び実践』では、 「中国は統一の多民族国家であ
る。……中国では、 『中華人民共和国憲法』に規定されているように、民族の平等と団結を実施
する。……少数民族は自己の言語文字を自由に使用し、発展する。……」と強調した。さらに、
『中国の少数民族政策及び実践』 12は 2000年 10月 31日に第九期全国人民代表大会常務委員会第
18次会議で可決され、 2001年 1月 1日からは『中華人民共和国国家通用語言文字法』の制定が確
定した。それから、延辺朝鮮族自治州は 1994年と 2004年の修正を経て、自治州朝鮮族 「延辺朝
鮮族自治州朝鮮族教育条例J13を頒布した。 「延辺朝鮮族自治州朝鮮族教育条例」の第三章は朝鮮
族学校について規定したもので、小中学校を義務教育段階の一貫した課程に共用されている。第
二十三条では 「朝鮮族学校は民族団結教育に強め、朝鮮族優秀な文化伝統教育に注視すべきであ
る。朝鮮族の語文、歴史、音楽、舞踏、体育、美術など民族特色がある学科の教育も高めるべき
だ。」と述べ、第二十五条では、 「朝鮮族中小学校は規範的に朝鮮言語文字を使って授業を行
い、自治州教育行政部門の許可を取った条件を持っている場合、漢語言語文字で授業を行うこと
もできる。職業技術学校と中等専門学校は朝鮮語と漢語どちらの言語文字を使ってもいい。基礎
教育段階では、朝鮮語文教学と漢語教学及び外国語教学を高めるべきであり、学生が朝鮮語と漢
語両方使えることによって、多種言語文字を学習する基礎能力を掌握する。」と朝鮮語と漢語両
方の使用を強調した。2006年 6月 29日第十期全国人民代表大会常務委員会第 22次会議では 1986
年の義務教育法について修訂した。
少数民族の漢語能力は、中国国内の漢語を母語とする人と接する環境、活動範囲、中国の少数
民族政策、民族言語の教育、文化生活など様々な要素と関係があると言える。その中で、最も重
要なのは漢語教育である。清水 登（1997）は漢語の授業について、漢語の授業開始学年が一年次
に引き下げられたこと、カリキュラムでは従来の「文字言葉を先にし、話し言葉を後にする」と
いうやり方を「話し言葉を先にし、文字言葉を後にする」ようになっていると述べているl¥
l中華人民共和国国家民族事務委員会 http:/www.seac.gov.cn/art/2004/6/29/art _ l 42_ l 00586.html 2015年 1月 13日確認
12中華人民共和国国家民族事務委員会 http:/www.seac.gov.cn/art/1999/9/1/art 2265 61073.html 2015年 1月 12日確認
13中華人民共和国国家民族事務委員会 h即：／www.seac.gov.cn/arν2011/1/13/art4038 106609.html 2015年 1月 13日確認
l4i青水登 1997: 5 8参照
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このように、中国では少数民族に対する言語教育政策を実施し、中国朝鮮族はその政策に従っ
て民族語の教育と漢語教育並行して民族教育l5を発展し、さまざまな政策により、漢語教育は絶え
ず変化してきた。
第二節筆者の体験
筆者は遼寧省藩陽市藩北新区の朝鮮族として生まれ、 2011年に来日して以来約 3年半が経っ
た。 1994年 9月から 2000年 7月までは干洪区の小学校、 2000年 9月から 2003年 7月までは子洪
区の中学校で、 2003年 9月から 2006年 7月までは皇姑区の高校で教育を受けた。高校までは朝鮮
族向けの遼寧省朝鮮族新聞、雑誌がある環境で生活し、勉強していた。母語は朝鮮語で、小学校
から高校までは朝鮮族の民族教育を受けて来た。 「語文J科目として、 「朝鮮語文」と「漢語
文」二つの科目を小学校一年生から正式に習い始め高校まで続き、試験も両科目全部受けた。小
学校から古文という内容の勉強は少し受けていたが、漢語の受験範囲には古文が含まれていなか
った。小学校一年生から漢語文の授業を受けたが、言葉の解釈には朝鮮語の説明があった記憶が
あり、授業中でも朝鮮語と漢語両言語を一緒に使い、新しい言葉を学ぶ時も、時々朝鮮語を使っ
て説明してくれた記憶は確かにある。大学に入って韓国人に漢語の家庭教師としてアルバイトし
た経験があるが、その時使った教科書は漢族学校高校一二年生が使う教科書であった。筆者が使
った朝鮮族の教科書とかかなり違い、内容も本当に難しかった。
筆者が小学校の時は、漢語の重要性に関する意識は弱かった。中学校に入って、英語や数学の
授業で授業用語として漢語を使う先生達がいたが、そのときから漢語の使用度と重要性について
意識が強くなったと感じる。数学や英語、物理、化学など科目は塾でも自分で勉強したことがあ
ったが、漢族の学生達と一緒に受ける塾だ、ったので、教科書はもちろん、対話用語、書き言語も
全部漢語だったので、そのときからだんだん漢語に慣れるようになったと思う。中学校を卒業
し、朝鮮族高校に入り、 j審陽各区の朝鮮族学生が集まっていたので、漢語を主に使っていた鉄西
区や和平区の朝鮮族の友達との交流や授業中で、主に使っていた漢語の影響を受け、漢語能力を強
化することに頑張ったこともあった。更に、大学に入り、対外漢語という学科で初めて古詩、文
言文などを正式に接することになって、非常に難しい壁にぶつかり、漢語の重要性と必要性を知
ることになった。大学の学部の中では、筆者 l人だけ朝鮮族であったが、他の漢族の友達が小学
校から語文科目で学んできた古文などが難しかった。このように、授業用語の変化を実感した。
15民族教育．中国で民族教育とは、少数民族教育の略称である。つま り漢族以外の他の 55少数民族が実施している教
育を指し、中国全般教育の重要な組成部分である。 （『中華人民共和国国家民族事務委員会』
h抗p://www.seac.gov.cn/art/2004/7/8/art_ 789 _ I 0264 7.html 2015年 1月 13日確認）
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今の教科書をみても、筆者の頃とは内容的にも難しくなり、学生達の漢語能力も向上しているの
で、その変化は確かにあると思う。
第三節 漢語担当教員からみた漢語教育の変化
中国の朝鮮族は中国の構成員として、自民族の伝統文化と言語文字を保存しつつ、漢文化、漢語
の勉強も行っている。前節では、 1990年以降の民族教育政策の変化と 1996年から朝鮮族小学校の
教育を受けてきた筆者の体験した漢語教育の変化について述べた。本節では、朝鮮族教育の現場
で働いている教員達の考えと漢語教育の変化に注目する。今回の調査では漢語教育を担当してい
る教員 2人に簡単な質問をして、教育現場の先生達が感じた漢語教育の変化について調べること
にした。以下小学校漢語文担当の先生を A先生（46）、中学校漢語文担当の先生を B先生（48)
とする。
二人に漢語の授業中に使う用語について尋ねたところ、 A先生は「パイリンガル教育で、あったの
で、以前は授業中、漢語を朝鮮語に訳して説明したり、朝鮮語を漢語に訳して説明したりするな
どして、朝鮮語と漢語両方を使って教えた。いつからか、よく覚えてないが、多分 1999年ぐらい
から、漢語の授業では、授業用語としてはできるだけ漢語をメイン、朝鮮語をサブとして使うべ
き、できるだけ朝鮮語を使わないように、という教育部からの指示があった。そのときからは、
漢語授業中には、主に漢語を意識して教えた記憶がある。昔は、本当に朝鮮語と漢語両言語を使
って説明したが、今は漢語のみとなった。」と答えた。 A先生は筆者が小学校一二年生の時の担当
先生であったが、筆者の覚えている通りに 10年前、つまり 2000年前後の漢語授業のことを教え
てくれた。 B先生は「中学校の漢語文科目では以前からも私はほとんど漢語を使って授業を行っ
た。今も授業中で、は漢語を使っている。」と答えた。 B先生は朝鮮族であるが、漢族学校に通って
きたので漢語がもっと便利だったので、授業中で、ずっと漢語で授業を行ったことが分かつた。 2
人の先生の話をまとめると、現在、小中学校における漢語文の授業はすべて漢語によって行って
いること、 2000年前後に教育方針の変化があったということがわかる。 A先生はまた、小学校で、
は漢語以外の科目はほとんど朝鮮語を授業用語として使っていると話した。ただ、小学校で英語
科目が開設された後、英語の先生は漢族なので、授業中では漢語と英語を使っていると説明し
た。一方 B先生によれば中学校では他の科目も今は漢語を授業用語として使っている先生達が多
いという。特に数学や物理、化学、英語等は漢族用の副読本を使って勉強していると話した。
A先生と B先生はまた昔のことを思い出しながら、現在の朝鮮族学校における全体的な教育の変
化について簡単に自分の考えを話してくれた。 A先生によると、 2000年以前は試験のためにただ
11 
単語や文法等を覚える応式教育16であったという。今の朝鮮族学校は素質教育に力を入れ、学生達
が自主的に勉強することを重視している。昔は学生の試験の成績だけをみて判断したが、今は学
生達の総合的な能力を重視し、試験にでる学習内容だけではなく、知識をどのように活用するか
に焦点を当てる方向に改善しているそうだ。 A先生のおかげで、筆者が通った小学校が開設してい
る書道教室や科学教室、伽耶琴室など素質教育を実施している現場を見ることもできた。書道教
室や科学教室、伽耶琴室などは筆者が通った時は開設していなかった教室であり、書道は毎週一
回勉強を行ったが、 今よりは正式で、はなかった。実体験を通して学生たちを成長させることを重
視していることがわかった。
（琴教室） （書道教室）
素質教育重視への転換が、漢語文の授業に与えた影響はどのようなものだ、ったのか。 A 先生に
よると今の漢語科目では、 「前置性課題」という教学方法をとっている。これは、学生たちに授
業計画表を公開することにより事前に自分自身で学ばせることを奨励するものである。学生たち
は計画表を見ながら、学習する内容を確認し、どう使うかを自分で意識して勉強することによっ
て、発展的思考や想像力、創造力など養成することが可能になり成長できると強調していた。こ
のような教学方法によって、学生達は書面上の知識だけではなく、知識を運用する能力を得るこ
とができ、漢語の会話力、すなわち活用する力が得られるだろう。しかし、このような良い面も
ある反面、以前重視していた基礎知識を身に着けることは難しくなったという。 10年前であれ
ば、漢字の書き順や部首など細かい部分を重点的に教えたが、今は、このような細かい知識より
漢字をどのように活用するかにもっと力を入れているので、それぞれ利益と弊害があると指摘し
た。
B先生は朝鮮族教育について次のように述べた。 「朝鮮族の教育は昔とは全然違う。昔は民族
語である朝鮮語をメイン、漢語をサブとして使用し、主に朝鮮語を授業用語として授業を行った
16/5.立i式教育：座i式教育指脱商社会友展需要， i主背自然友展規律，以座付升学考i式アヲ目的的教育理念和教育方式，是教育工
作存在弊端的集中表現。庇i式教育完全背寓素庚教育，采用机械化教育方式培葬学生。官以升学率高低栓強学校教育庚
量、教師工作成績及学生学~水平。
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記憶がある」 B先生は 10年前、 筆者に漢語を教えた担当の先生だ、ったが、 10年前のことを思い出
しながら、その違いを話してくれた。 「10年前の朝鮮族中学校の漢語内容は漢族学校の小学校レ
ベルと同じぐらいで、文章も少なかったと。今の学生は 10年前と違い、古文はもちろん、勉強す
る文章も多くなり内容的に難しくなった」
A先生と B先生の話から、 2000年前後に朝鮮族の教育に変化が生じたことがわかった。母語の
朝鮮語と漢語を同時に使った教育により、学生たちに、民族言語だけではなく漢語の能力も身に
つけ、両言語で交流できるようになることが現在の社会から求められていると言えるだろう。
第四節 漢語文教育大綱
第一節で義務教育への転換についえ述べたので、ここでは朝鮮族学校が拠り所としている漢語
文教学大綱（漢語科目学習指導要領）の旧版と新版を比較し、その違いを考察することにする。
中国国家教育部は 2002年 6月に新訂漢語教学大綱を出した。この時から以前の「教学大綱Jか
ら 「課程標準」に改名したため「新課程標準時期」とも呼ばれた。2002年に提出した新漢語課程
標準は、 1982年に頒布した大綱に 1987年、 1992年、 2002年の三回の修正を加えた上で 2002年6
月国家教育部が制定した 「全日制学校民族中小学漢語教学大綱」である。 2002年はちょうど、 A
先生が話した素質教育に入る時期に相当する。新漢語課程標準の教学理念を現場で具体的に体現
したものが素質教育だと考えられる。
1992年の義務教育教学大綱について、朴（2010）は 1987年のものと四つの違いがあると指摘し
た。 (1）漢語教学目的中の 「第二言語教学」の表現を取り消し、初めて「学生達の健康で上品な
審美情趣を育て、社会主義思想、品質と愛国主義精神を育てる。 j と記述した。 (2）目標とする識
字量が 2500字から 3000字に増加した。 (3）漢語能力の「聴、説、読、写、訳Jから、 「訳Jを
省き、 「聴、説、読、写」の四点だけにした。 (4）教科書の章は、過去の「統一章」の出し方か
ら「基本章」に改称し、中学校の基本章を 35篇に、高校の基本章を 60篇にして小学校は基本章
を規定していなし＼l＼以上の変化は、少数民族の漢語教学に対する要求が高まり、能力の養成と訓
練が強調され、第二言語という扱いをやめたことによる。これに関連して予貞姫（2005）では現
在の朝鮮族の漢語への重視と社会からの要求によって 義務教育における朝鮮族の学生にとって
漢語の授業の時間数が多くなったと述べ、金紅梅（2010）では、 「漢語語文」をただ教えるだけ
ではなく、応用力や実践力がより重視されるようになっていると述べている。
清水 登（1997）は、延辺自治州の小学校で 1992年の漢語文教学大綱に従って作った漢語文科目
の新しい教学方式の具体的内容について、漢語を用いて漢語を教えること、多様化を図り授業を
17朴貞愛 2010・51参照
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面白くすること、励ましを主とすること、聞くことと話すことを結び付けること、授業と課外活
動を結びつけること、ピンインの役割を十分に果たせることを指摘した180 
今回の調査では、 B先生の協力で、漢語課程標準を手に入れた。 B先生によると、 10年前は教師用
教科書の最後のページに中国人民共和国教育部が制定した 「漢語課程標準」という指導要領が付
録として入っており、 「試行」と書かれていた。最近使っている中国人民共和国教育部が制定し
た 「漢語課程標準」は下に 「試行」ではなく、 「義務教育」と書かれており、付録ではなく独立
した冊子で、教育部から配布される。以下の写真は旧版と新版である。
（以前の漢語課程標準（試行）） 2006年～ （最近使っている漢語課程標準） 2013年～
この節では、漢語課程標準の旧版と新版を対照しながら、その違いを明らかにして行きたいと
思う。漢語課程標準の変化には民族教育における漢語教育の変化が直接反映されていると思われ
る。新しい漢語課程標準は以前の漢語教育標準と明確な違いがある。新版の内容は 4部分より成
り、第一部分の前書きに続いて第二部分の課程目標、第三部分の学段標準、第四部分の実施建
議、という構成である。今回手に入れた漢語課程標準の 「新ししリ面を具体的にみると、以下の
ようである。
18清水登 1997: 10参照
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(1）前書き
新旧両版ともに、少数民族の学生は自民族の言語と文字を学ぶと同時に、中国国家の共通語で
ある「普通話」の学習と使用も重視すべきであると指摘している。
新版では、民族言語と漢語のパイリンガル教学を行うことによって、各民族問の交流はもちろ
ん、各民族学生の全面発展と生涯学習に有利になると指摘し、各民族学生の祖国意識、中華民族
意識の向上にも有利であると述べている。また、全日制民族中小学校において、漢語課程を実施
する重要性についても旧版より詳しく説明している。新版では義務教育段階の漢語課程は社会の
進歩と学生自身の発展のために必要なものであり、学生達に国家通用言語文字を掌握、運用でき
る能力を養成し、民漢両方通用する少数民族人材を養成する基礎的な役割を果たすべきであると
指摘した。漢語課程は義務教育課程体系の中で基礎的な役割を果たし、他の科目と連携、全学科
に通暁することの実現へ努力すべきであると書かれた。義務教育と言う言葉が出たのが、旧版と
の違いであった。課程性質では、漢語課程の基本特点をあげて漢語課程の重要任務は学生の漢語
応用能力を養成し、普通話と規範漢字を使って交流することにあると位置づけている。また、漢
語課程では古今中外の優れた文化も吸収する必要があると強調した。旧版では、古今中外の優れ
た文化を吸収することについては述べていなかった。前書き中の「課程基本理念」部分は四つに
細かく分かれている。旧版は 1）全面提高学生的双活基本素原 2）充分体現第二活言教学的特点
3）注重辻程坪愉，促進学生友展 4）汗友課程資源，拓展学三3渠道；新版は 1）全面提高学生的双
培素顔 2）道循双i吾作方第二清吉的規律，正碗把握双活教育的特点 3）釈板信号自主，合作，交隠
的学三3方式 4）努力建没汗放而有活力的双活課程になっている。全体的な内容をみると、いくつの
違いがあるのが分かつた。以下の通りである。
第一に、新版で削除された内容がある。旧版の「 2.充分体現第二活言教学的特点j の最後には
以下のように書いてある。 「双i吾課程迩庄注重双活吉文字自身的規律対第二培吉教学戸生的影
日向。在教学中，要注重培弄学生対双宇的措拘、含文、用法的整体把握能力，注重学生対双活這用
規律的理解和把握，重視培葬学生的綜合這用能力。同肘也要考慮学生学ヨ第二i吾言辻程中，会受
民族i吾吉文字這用規律的影日向，庄特民族活吉文字与双i吾吉文字的t司i吾和這用規律遥当遊行民双対
照。小学附段可透当這用民族i吾吉作方課堂用活，以帯助学生逐歩道庄和把握双清吉文字的這用規
隼。J （下線部は筆者による）
このように、旧版では、母語である民族言語の影響があることを考え、授業中では適宜民族言
語と漢語を対照しながら、学生達に教えるのを勧めた。この部分は A先生の話からも確認できた
内容であった。しかし、この内容は新版の大綱には見られない。
新版では「双i吾教学座遵循双i吾作方第二活言教学的基本規律， 目祢明踊，循序漸進，注重実
数，努力菅造軽松、和培、富有趣味的教学情境，＊展多紳形式的双i吾実践活功。……辻学生在大
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量的双i吾実践中学耳、体強、思索双i吾言文字的這用規律，形成一定的双i吾庄用能力。」として漢
語の実践能力を重要すべきだと述べている。 旧版で見られたように授業中で民族言語を課程用語
として使う内容はなかった。
第二、応式教育から素質教育への変化が見て取れた。両方とも学生達の自主学習を強調してい
るが、旧版では漢語課程は学生の興味を励まし、自主学習能力の評価体系を高めるべきことと、
評価体系の主な方法一形成性評価と終結性評価について述べられている。ここで、 「形成性評価」
という評価は学生達の日常学習過程中の表現と成績及び学生の情感と価値観などで現れた進歩に
ついて評価することを指す。 「終結性評価」とは、期末試験や学年末試験等を通じて、学生の漢
語を総合的に応用する能力判断する評価で、教学の効果と教学質量を反映する重要な標準であ
る。このように総合的に評価することを目的としていると述べられている。
新版では：
「……双i吾課程庄愛抄学生的好奇心和求知欲，鼓励自主｜淘i妻、自由表法，尊重小性差昇，培非
合作意i只，釈板侶早自主、合作、交豚的学耳方式。教学内容的硝定，教学方法的造拝，坪｛介方式
的改i十，都庄有助干培科学三3方式的形成。……双i吾課程庄重視庄用学三3的作用，注重所説法写的
相互朕系，注重双i吾与生活的措合，注重知i,R和能力、辻程和方法、情感恋度和｛介値現的整体友
展。 」
（…漢語の課程は学生の好奇心と知識欲を守り、自主的に読み、自由に表現することを応援す
べきである。個性の違いを尊重し、協調性を養い、自主的に、協力 してコミニュケーションを取
りながら学ぶ方式を積極的に提唱する。教育の内容の確定、方法の選択、評価方式の設計のすべ
てがこのような学習方式の助けとなるべきである。…漢語の課程は応用学習の作用を重視すべ
き、聴説読写のお互いの連係を重要し、漢語と生活の結合 知識と能力、過程と方法、情感態度
と価値観の総体的な発展等を重要すべきである。）
このように、学生が自主的に協力し合って学習する方式を中心に教育すべきであると主張し、
応用学習を強調している。
第一学段
（ー 至二年級）
能用双i吾交換筒単的小人信息，困窮学ヨ用品、生活用品、学校没施等活
題展牙筒単的会活。
掌握向候、告別、感謝、道歌等最基本的日常交応表迭方式。
能在教師的指専下倣筒単的i吾吉瀞戒。能唱筒単的双i吾歌曲。
学三3掌握双i吾耕音。能借助耕音弘法双字。
能在圏片的帯助下i実憧筒羊的小故事、 JL歌。
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能掌握基本~写規則，初歩非成正萌的写字耳慣。
能根据困片或者提示写筒羊的句子。
能把所学的筒羊的i司清和句式誉主式在学三3中道行庄用。
対学三3中渉及到的文化因素感共趣，示子了解中半文化。
能在学ヨ中主劫清教，勇子、勤子升口説双i吾。
対双i吾学三3有共趣，示子学三3，釈板合作。
第二学段 能周波i吾交換学ヨ方面的信息，能筒単介沼家庭成員，能筒単i炎治共趣愛
（一至四年級） 好、衣食住行等方面的活題。
能周波i吾提出筒羊的i青求，表i左筒単的祝賀与賛拐。
能在教師的指専下参与扮演角色的学>J活功。
能i実憧井主井述簡単的小故事。
能借助圏片写出筒単的一段活。能写筒羊的便条和賀~ 。
能把所学的筒単的河清和句式這用到学三3和生活中。
能初歩意i只到中半文化的半富多彩。
能初歩這用も人知策略和i周控策略，改善自己的学ヨ。
対訳i吾学三3表現出手只板性和一定的自信心，能在学三3中釈板与他人合作，
互助学羽。
第一学段 能用双i吾交換家庭生活、学校生活方面的常見信息，筒単i炎治美子自然、
（五至六年級） 社会等方面的活題。
能在教姉的指号下繍演筒単的謀本刷。
能i柔憧筒単的多科形式的i吾吉材料。
能渓筒単古i寺。
能移正鳴、熟務、地~写所学双字。
能写筒羊的判信和日記。
能綜合i孟用所説法写各科技能在日常生活中道行i吾言実践。
能在学三3中示子了解中隼文化，初歩了解民族同文化的交流与融合。
加深対中隼文化的理解，失心家多和祖国的変化，在学ヨ中加深対祖国的
主人if、。
能初歩這用交隠策略，提高波i吾交隠能力。
第四学段 能周波i吾比絞深入地吋i念美子家庭、学校、社会和自然等方面的活題，表
（七至九年級） 法自己的見解。
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能i実憧比校隻余的多科形式的i吾吉材料，井能根据阿i実需要遥当這用各科
l淘渓策略。
能i柔憧浅易的古博文。
能写主題比較明碗、結拘比較完整、内容比較清噺的i己叙文。
能綜合這用所説法写各科技能在社会生活中遊行i吾吉宗践。
能主功3f展文化学耳，増強愛国主文情感，主劫推炉民族囲結。
能合理利用周囲耳境，制定学三3廿刻，実現自我管理，提高学三3策略意
訳。
能移克服学ヨ中的困雄，堅定学三3双i吾的信心。
第三、 ｜日版で課程資源19を広め、学習の資源を広めて行く学生の総合能力の発展を重視する内容
が、新版では現代社会が必要とする漢語素養を養成すべきだと、応用と実践を注視して漢語学習
と運用の領域を広めて行く必要があると提出した。また ：
「双i吾課程庄富有創新活力和子干放性。要尽可能満足不同民族地区、不同学校、不同学生的需
求J踊立這庄吋代需要的課程目祢， 7干友与之相遥庄的課程資源，努力拓展学ヨ渠道，形成相対稔
定而又東活的実施机制，……」
（漢語の課程は新しいものを打ち出す活力と開放性に富んでいなければならない。可能な限り
様々な民族地域、学校、学生の要求を満たし、時代の要求に適応した課程目標を確立し、これに
ふさわしい課程資源を開発し、努力して学習の道筋を開拓し、ある程度安定してかっフレキシブ
ルな仕組みを作っていくべきである…）
と述べている。
(2）課程目標
この部分は漢語課程の目標について、それぞれ段階に分けて詳しく書いてある。新旧両版にお
ける大きな違いとして、新版では、義務教育段階の漢語教育の目標を一年～二年生、三年～四年
生、五年～六年生、七年～九年生の四段階に分けて詳しく説明している。 旧版では小学、中学と
高校この三段階に分けている。新版では、各段階の目標をまた「活言知訳、 i吾言技能、文化意
訳、学三3策略、情感恋度j 五つの方面に細かく分けて説明している。旧版では、特に目標を分け
なく、ただ各段階の目標を「聴力、口語表達、識字と写字、閲読、写話、応用学習Jのように分
けて説明されている。
19課程資源：学生の漢語応用能力を育成する教学資源と課外学習資源。
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(3）学段標準
新旧の言語知識と言語技能面の内容を比較する。以下、常用字、常用調、読解、作文、日常用
語、聴き取りの五つの項目について比較、分析してみたい。まず小学校から見てみよう。 （下線
部は筆者による）
段階目標／小学校段階 ｜旧版 ｜新版
現代漢語常用字
現代漢語常用調
読解
書く
口語
弘主只 1800字左右／掌握 1300I弘訳 2000字左右／掌握 1500
主主主 ｜主主主
も人i只 4000条左右／掌握 3000I弘i具4000十左右／掌握 3000
条左右 ｜十左右
・手只票深文中的悦美河i吾、精 ｜・能不只票阿i実中的悦美河
彩句段以及在課タ卜l河i柔和生活 Ii吾、精彩句段，背涌 60篇
中荻得的i吾吉材料。背涌浅星 ｜（段） 。
i寺文 60篇（段）。 ｜・ 能借助工具有独立閲
努力弄成課タ卜阿i実的ヨ｜ 渓深タ卜i実物，深タト｜淘i柔忌
慣，井与同学交流深タ卜i実物｜ 量不少子並互主L
和其他i吾吉材料。 i果タ卜岡達 ｜・ （注意排則双活和民
忌量不少子2旦互主L ｜ 族i吾言在句式上的区別〉
随課文学三3双活常用句｜ に関する部分は扱ってい
式，能在具体的i吾言杯境中｜ なかった。
学三3這用。注意排則双浩和
民族i吾言在句式上的区別n
学三3使用常見的転点符｜・掌握逗号、句号、向号、
号，有写清楚工整。 ｜感収号、冒号和引号的用
四年級以前，毎学年可｜法。有写清楚工整，不写錯
這当安排深内写i舌。四年級｜別字。
以后， i果内写活毎学年不少｜・第一、第二学段可遥当安
子20次n ｜排課内写活，第三学段課内
写活毎学年不少子 16次。
学説日常用i吾，用河尽可能准｜能借助非i吾吉提示，筒単描
萌，表誌基本正萌。 ｜述自己熟悉的事，活音、活
洞基本正碗。
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聴く 所則人世十双i吾，努力所憧大致 能耕則隊述旬、疑同句、感
内容， 1JR住主要信息或俳活的 収旬、祈使句的不同i吾i周和
中心意思。 感情色彩。
続いて中学校についても同じ項目を比較してみたい。
段階目標／中学校段階 試行版 新版
現代漢語常用字 も人if、2800字左右／掌握 2500 弘明 3000字左右／掌握 2500
字左右 字左右
現代漢語常用調 も人i只 6000条左右／掌握 5000 も人iR6000十左右／掌握 5000
条左右 十左右
読解 －朗i実浅昼時文，大致理解作 ・能涌i妻浅易古涛文，理解
品的内容。背涌浅昼時文 60篇 作品的内容和意思。能不只累
（段）以上。 閲渓中的i吾料，背涌 60篇
• :t大岡i柔面，注意多方面荻 （段）以上。
取i吾吉材料， L果タ卜阿波忌量不 ・能自主造拝課タ卜渓物， :t
少子 30万字。 大l凋i実面，多方面荻取和吸
牧信息， i果タ卜岡i実量不少子
60万字。
書く ． 課内耳作毎学年不少子 －課内耳作毎学年不少子 14
2立盆，有一定的速度。60分 迭，毎篇ヨ作 300宇左右。
紳完成 300宇以上的作ヨ ・掌握頓号、分号、省略
作。 号、破折号、有名号和括号
． 正硝使用常用的祢点符 的用法。
号。
口語
一
聴く 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一
このように、小学校段階で、は、現代漢語常用字が 1800字から 2000字に増え、掌握すべき常用
字も 1300字から 1500字に増えている。現代漢語常用詞と古文の量は変わらず、学課以外に読む
文章の量は20万字から 30万字に増えている。しかし、ライティング、つまり作文は l年生から 3
年生までは適当に授業中に組み込んでいるが、 4年生からは各学年20回の実施から 16回に減って
いる。学習全般の内容が増えていると見えるが作文に関する内容は減っている。中学校段階でも
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同じ変化が出てきたが、現代漢語常用字が 2800字から 3000字に増加、その中掌握すべき常用字
は変化せず、両方 2500字である。現代漢語常用詞も旧版新版全部 6000字で、あった。古文の量も
変化なく両方 60編になっている。しかし、中学校段階で一番多き変化は学課以外の読む文章の量
であるが、 30万宇から 60万宇に増加している。各学年書く回数も 20回から 14回に減っている。
それで、旧版の読解の内容の中、漢語と民族言語の句式上の違いを区別できるべきだと言う内容
が書いてあるが、新版では見つけられなかった。上での説明したように、新版では課程目標と学
段標準の部分を細かく設置し、民族漢語教育についてもっと合理的に、現在社会で必要とする学
生達と応用能力に注目して課程計画を立てたのが分かる。
以上の内容に加えて新版では、文化意識と学習策略、感情態度の3つの内容が追加された。
「文化意識」の中では、 「第一段階から第三段階までは、漢字変化の歴史を初歩的に理解する；
伝統節目及び風習を理解する；常用の呼称を理解する；一般的な敬語と兼語の用法を理解する；
学習中よく見る四字熟語、慣用句の意味を理解する」と記されている。また、 「第四段階では、
書道文化の基本を理解する；各地の主な飲食習慣の基本を理解するJと記されている。
「学習策略jの中では、 「も人知策略，調控策略，交豚策略，資源策略」等が含まれている。 「弘
知策略j は学生の記憶、組み立てと理解する面から助けること、 「調控策略Jは学生が学習する
時過程で自分の情緒と態度を調節、コントロールできること、 「交応策略Jは学生が漢語を学
習、応用する時の困難を解け、交際的な任務をうまく完成するように手伝うこと、 「資源策略J
は学生が学習過程中の時間割を合理的に利用することに有利することを指している。学習策略部
分の表を見ると、以下の通りである。
（学習策略）
険段 美則 描述
第一到第 も人知策略 根据需要， L果前進行預耳，も果后遊行隻三J0 
ニ学段 在学ヨ中集中注意力。
（一至六 在学三3中釈板思考，善子利用図面、実物等帯助学羽。
年級） 主功向老卯或他人i青教。
調控策略 制定筒単的学三Ji十刻。
手只板参加各科学三3活功，学三3其他同学的長赴。
交隠策略 在i果内外学三3活功和日常生活中，手只板尋技机会用双i吾与他人
交流。
在交隠中，把注意力集中在意思的表迭上，不辻多地願慮河i吾
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逗用是否准摘。
必要吋借助手勢、表情等遊行交流。
資源策略 使用音像資料等学>J双活。
使用工具有学三3双i吾。
注意身地的決i吾，在生活中随肘学三Ji又i吾。
手只板参与学三3資源的7干友。
第四学段 も人知策略 根据i吾境推測没有研清、没有弄憧的内容。
（七至九 りヨ納整理所学知訳。
年級） 注意新旧知訳之向的内在朕系，提高江i吾i苦言文字的庇用能
力。
洞控策略 合理利用吋阿，制汀可行的学三:Ji十刻。
通辻努力学三3，体強成就感，樹立信心。
多b人正面坪折自己，遇到挫折吋，客現分析失敗的原因，克服
消扱情錯。
通辻各科学三3活劫及吋自我反慣，了解自己的学ヨ状況，合理
安排、及肘調整自己的学耳辻程，摸蒙遥合自己的学三3方法。
交応策略 善子弧住机会，与他人周波i吾遊行真実交応。
在双i吾学三3活功中体強合作的示趣，保持良好的合作恋度。
交隠中遇到困雄吋，不軽易放奔，能有数地尋求帯助，投法将
交隠継鏡下去。
資源策略 熟務、使用工具有学三3双i吾。
利用「播、屯祝、同格等現代侍媒学三Ji又i吾。
主功遊行学三3資源的汗友。
このように、第一学段から第三学段については、授業前の予習や授業後の復習について強調し、
簡単な学習計画を作って積極的に学習活動に参加しする内容も記されているが、この部分が前節
の A先生が語った 「前置性課題」であろう。特に、課内外学習活動や日常生活において、積極的
に機会を掴んで漢語で交流すること、コミュニケーションで言葉の正解運用に関わらず伝えたい
意味を正確に伝えるべきこと、オーディオ資料等を使って漢語を学ぶこと、周りの漢語使用に注
意して生活の中から漢語を学ぶべきこと、等となっている。第四学段については、新旧知識の内
的関連に注意して漢語言語文字の応用能力を高めるべきこと、学習計画を制定し、合理的に学習
することにより自分に合う学習方法を見つけること、他の人と漢語で交流するチャンスを積極的
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に掴むこと、漢語でコミュニケーションする時には難しくても諦めずに続けて漢語で交流するべ
き、ラジオやテレビ、インターネットなどメディアを活かして漢語を学ぶこと、などの内容にな
っている。学生たちの自主学習能力を強調しているし、漢語の応用力に関して注視し、漢語で交
流することに中心となっていることが分かつた。
「感情態度」の中では、学生が漢語学習する時積極的なマインドで学び、漢語学習に興味と動
機、自信と意志、団体精神と民族団結意識を持つように学習成功に重要な因素を与えることにつ
いて書いてある。積極的に漢語学習を行い、学習する過程を通じて、中華文化や中華民族意識を
高めることも述べている。
(4）実施建議
最後に「実施建議Jという部分について述べる。まず課程の全体的な目標に従って、言語知
識、言語技能、文化意識、学習策略、感情態度五つの方面から学生の発展に合う教学計画を出し
て学生達の生涯学習と全面発展のため力を入れることにすると書いている。新版では、第四部分
の中の教学建議で、基本原則のーとして「充分友拝姉生双方的主功性和平只板性」と記述し、教員
及び学生の主動性と積極性を強調しているが、旧版では 「充分友揮卵生双方在教学中的主功性和
創造性」のように主動性と創造性に中心をおいていた。これは課程目標の中でも出ていて、その
積極性を強調したものである。新版では、特に教師が掌握すべきである内容が追加された ：
「教師庄掌握第二i吾吉ヨ得規律，了解学生母i吾対双i吾学三3的影日向，井能迭拝与学生学三Jt吾吉的
遊程相遥庄的教学方法，注重吸牧新知i凡不断提高自身的綜合素非。庄も人真青研教科有，根据学
生的双i吾程度和民族i吾吉的特点，創造性地理解和使用教科有。……j
（教師は第二言語習得の法則を把握し、学生の母語の漢語学習に対する影響を理解し、学生が
言語を学ぶステップに合わせた教学方法を選択し、新しい知識の吸収を重視し、自身の総合素養
を絶えず高めるべきだ。真剣に教科書を研究し、学生の漢語レベルと民族言語の特点によって創
造的に教科書を理解し、利用するべきだ。……）
このように教師の第一言語と第二言語の習得へ理解を強調している。
旧版では機能、構造、文化三位一体の漢語教学を挙げ交際能力と基本的な漢語知識、漢語文化
と漢語教学の一緒に教えるべきだとまとめている一方、新版では文化意識を単独に出して教師が
学生に積極的に漢語知識を教えるのと同時に、積極的に中華民族伝統文化への理解を深めるべき
だと述べている。リスニング、スピーキング、リーディング、ライテイングについて、旧版では
いずれも同時進行で行うべきだと記載しているに対して、新版では、学生の交際能力に関して、
「倣到所説領先， i実写眼述。所説座方法写打下基拙，法写也庄体現交隠特点。岡達教学中，可多
来用叙述、 i寸i:合等形式遊行所税制｜｜捺：写作教学中，通辻姉生問、学生問的坪折、修改等方式，遊
行多手中形式的所税制リ捺。j
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（リスニングとスピーキングを優先にし、リーディングとライティングはその次にする。リスニ
ングとスピーキングはリーディングとライティングの基礎作用となるべき、リーディングとライ
ティングもコミュニケーションに見られる特徴を表すべきである。読解の授業中でも、叙述や討
論などの方法を活用して学生のリスニング、スピーキングの練習を行う ・ライティングの授業で
も教員による、または学生同士の評価や添削を通して、多種多様なリスニング、スピーキングの
練習が可能である。）と、教学で使う方法を詳しく挙げている。
ト次i吾教学庄重視i吾吉釈票和i吾吉実践，引専学生在所説法写等i吾吉活劫中平只票i吾吉，鼓励学生
多涌i己名句名篇。鼓励学生勇子汗口，勤子汗口。改変机械的知iQ湛輪、筒単的i吾吉制｜｜捺和繁頭的
文体俳解的教学方式，引号学生学以致用，在生活実践中学耳双i吾，庄周波i吾，学会学三3。善子汗
展座用学耳活功，充分利用学校、家庭和社区等教育資源，朕系i果堂内外， i句通研悦i実写，増加学
生的i吾吉宗践机会。」
（漢語教学は言語の積み重ねと言語の実践を重視し、学生が聴、説読写などの言語活動を通じて
言語の積み重ねをするのを勧め、名句名編を覚えるように学生を励ますべきだ。口を開けて話す
ことを励まし、まめに話すことを励ます。機械的に知識を教え、簡単な言語訓練と頻繁な文法教
学などの教学方法を変え、学生に学んだことを使えるように誘導し、生活実践の中から漢語を勉
強、応用し、学習することを勉強すべきである。応用して学習する活動を展開し、学校や家庭、
コミュニティ等の教育資源をよく利用することによって、教室内外で聴説読写の疎通をさせ、学
生の言語実践チャンスを増やすべきである。）として、学生の口語能力育成の重要性を強調し、
以前の機械的に知識を教える方法を捨てて、生活実践を通じて漢語学習、漢語の応用、学習を勉
強することに変えることを提案した。それに学科全体聞の連係も意識して、教学内容の整合性を
強化し、交際性を重視することによって、学生たちの漢語素養能力と応用能力を全面的に高める
ことを訴えた。
教師庄鼓励、引専学生通泣日常生活的交隠机会，釈板、勇敢地用双i吾遊行交豚，形成這周波i吾
的気固。可以通辻i果前小演班、校因小「播、双i吾角和訳i吾主題班会等方式，在学校生活中釈板創
没学生所説双i吾的耳境。可以詰合“庄用学三3”等活功，鼓励学生利用采坊、洞査、社区活功等形
式遊行i吾吉実践， i上他1']在社会生活中主功庄用双i吾。
（教師は学生が日常生活の交際チャンスを通じて積極的に漢語を使って交流し、漢語を運用する
環境になるように励ますべきである。授業前に、簡単なスピーチや学校内のラジオ放送、漢語ス
ピーチコーナ一、漢語テーマ会等活動を行って、言語実践を行うことができる。 「応用学習」と
合わせて、学生にインタピ、ューや調査、コミュニティ活動等と通じて言語の実践をするのを励ま
し、彼らに社会生活の中で主動的に漢語を使えるように教えるべきだ。）という内容も記載して
いる。学生達の生活の中から実践することによって、社会生活の中で自主的に漢語を使えるよう
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に教学することも強調しているが、以前と重視する点が変わって、受験よりも日常生活、社会的
に活用できる漢語能力を優先することが昔の漢語教育との違いではないだろうか。
古詩文教学については、全部注釈や工具本等を使って大体の内容を理解することが古詩文を勉
強する目的だと書いてある。学生に負担をかけないよう、注意すべきだと強調している。
第五節漢語文教科書
今回手に入れた漢語教科書を課程標準の段階と照らし合わせると、小学校 1年生から 6年生ま
での教科書が第一段階から第三段階までに相当し、中学校漢語教科書は 7年生から 9年生までが
第四段階に相当する。本節では、中学校の漢語担当教員 B先生のインタビュー内容と合わせなが
ら、中学校漢語教科書の変化について述べる。素質教育を注視して教育を行っている現在の中学
校教科書の構成について分析したい。
まず、 7年生の上巻、下巻は以下のように構成されている。
義務教育朝鮮族学校 7年級の漢語教科書は「阿i妻、 R斤説、口i吾交阪、 ;J作、涌i柔不只累、双i吾知
訳、庄用学耳、寺題」八つの知識部分に分かれている。大きくは 6単元があって、各単元この八
つの学習内容が配置している。 「阿法Jつまりリーディング部分は上、下巻あわせて全部で 22編
であり、上巻は、講読課が 11編、自読課が 6編、選学課が 5編；下巻は、講読課が 10編、自読
課が 7編、選学課が 5編の構成になっている。 「日斤説j 「口i吾交隠」 「ヨ作j 1$＇.又i吾知i只J部分
はそれぞれ1単元が割り当てられ、上、下珊両方 6編ずつなっている。 「双i吾知訳」では、漢語
の文法が入っていた。 「涌i実釈累J部分は教学大綱で指摘した「浅昼時文Jであり、上、下珊両
方各単元両編あって、古詩が 10編ずつ掲載されている。この部分の詩は学生が掌握すべき内容の
唐詩であった。 B先生が 10年前の教科書と現在使っている中学校の漢語教科書について次のよう
に話した。 「今使っている漢語教科書は、 10年前、あなた達が使った教科書とは学習する文章
も、内容もずいぶん変わっている。以前の教科書は個人的にみると、漢族学校の小学校レベノレと
同じであったと思う。文章も少なかったし、古詩部分もそんなに入つてなかったし、相対的に簡
単だったと言えよう。今使っている漢語教科書は、課文も増やして、古詩も 10編も入っているの
で、実際は漢族中学校の学習内容とほぼ同じレベルになっていると思われる。その反面、朝鮮族
学生にはちょっと不利な面もあると思う。朝鮮語文も勉強しなければならないし、漢語文の内容
も多くて難しくなっているので。」このように、漢語担当の B先生は自分が感じた漢語教科書内
容の変化について、個人の考え方と実際に教えた経験を含めて話した。
次は、 8年級の上珊、下加の構成である。
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義務教育朝鮮族学校 8年級の漢語教科書は 「閲法、口i吾交隠、三3作、涌i柔不只累、双i吾知訳、庄
用学耳、寺題」七つの知識部分に分かれている。大きくは 7年級と同じく 6単元があって、各単
元この七つの学習内容を配置している。 「阿i柔Jつまりリーディング部分は上、下珊両珊全部 22
編であり、上加は、講読課が 10編、自読課が 7編、選学課が 5編；下珊は、講読課が 10編、自
読課が 7編、選学課が 5編の構成になっている。 「口i吾交際」 「ヨ作」 「双i吾知i只」部分はそれ
ぞれ各単元一つがあって、上、下珊両方6編ずつなっている。8年級の教科書には「所前」部分が
なくなった。 「涌i柔不只累」部分は教学大綱で指摘した「浅昼時文Jであり、上、下珊両方各単元
両編あって、古詩は 10編ずつになっている。
最後、九年級の漢語教科書は一冊になっている。
全部 9単元があって、各単元に 「l淘i妻、口i吾交応、羽作、 i両i柔不只累、双i吾知i人寺題」この六
つの知識部分に分かれている。 「阿i妻Jつまり課文本文部分は上、全部 27編があって、講読課が
16編、自読課が 11編、選学課が 0編構成になっている。九年級の教科書には「所説」と 「庄用学
ヨ」部分が入つてなかった。 「涌i実釈累」は古詩 16編が含まれた。義務教育朝鮮族学校中学校の
漢語教科書の構成を以下の表に作成してみた。
七年級～九年級漢語目録（義務教育朝鮮族学校教科書）
七年級上加
第一単元
｜淘i実
1、散歩（莫杯威）
i商法手只宗教勤歌／春夜洛城同笛
2、犬送小包囲家（栃遊）
3、高則的礼物（弗・主主力ミ）
涌i柔不只票田多偶有／早友白帝城
A 4、方了五美元的礼物（夏%1¥珂）
双活知現実i司・虚i司
所説・口i吾交応・ 3作 写我的奈人
第二単元
岡i柔
5、渡河少年（戎林）
涌i妻釈票九月九日’巴山京兄弟／逢入京使
6、走一歩，再走一歩（莫頓・亨特）
涌i実手只票瀞子吟／秋思
7、犬“精彩板了”和“糟樵透了” （巴徳・告予
忽伯）
A 8、慈父与恩姉
双i吾知i,9'名河・代河
所説・口活交隠・ 3作 i去就是我
第三単元
阿i柔
9、生命生命（杏林子）
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七年級下珊
第一単元
｜淘安
1、天上的街市（郭沫若）
涌渓手只票登鶴雀楼／秋浦歌（其十五）
2、多愁（余光中）
涌法手只票望府山埠布／題堵城南庄
3、＊革命涛歌両首
双活知t具杯点符号（句号／逗号／頓号）
研悦・口i吾交隠・ 3作我的老姉
第二単元
｜司法
5、春（朱自清）
涌渓釈累春暁／絶句
6、犬山中坊友（李双莱）
7、珍珠卑（渇嘆オ〉
涌渓ネ只票↑阿衣／春夜喜雨
A 8、与象共舞（越間宏）
訳活知i,Q祢点符号（分号／冒号Ii同好／収
号〉
所説・口i吾交隠・ヨ作写我熟悉的功物
第三単元
閲i実
9、i青欣賞則人（理士棋）
涌i柔不只累則董大／金接衣
10、科子的力量（夏街）
涌i柔不只累山行／航空行
11、犬行道樹（抜暁凡）
A 12、貝売（席慕；容）
双i吾知i具功i司・形容i司
所説・口i吾交隠・ 3作写童年的故事
第四単元
阿i柔
13、多村的傍晩
涌i柔不只票示誹原／小池
14、犬第一坊雪（峻青）
15、松鼠（布辛）
涌渓釈景昧柳／竹枝i司
16、犬草虫的村落（郭楓）
双i吾知現数河・量河
所説・口i吾交隠・ 3作感受自然
第五単元
岡渓
17、翠色（米切忽・恩徳）
涌渓手只累泊船瓜掛｜／対酒（其二：）
18、如果人美也有尾巴（挟斯・彼勤）
涌渓釈累題西林壁／寓思（其四）
A 19、女婦造人（京珂）
A 20、始蛾奔月
双i吾知i-f、副河・連河・介河
所説・口活交豚・ >J作洪JL吋所到的故事
庇用学三3人字、査字、姐河、写成i吾克妻
第六単元
l司法
21、草加借箭
22、＊《沿i吾》四則
双i吾知i-f、助河・吹河・凱声河
所説・口i吾交隠・三3作写我的同学
??）（》?????》
??
?
?????
?
?
? ??
?
?
???????
?
??
?
? 《《
?
?
涌i柔和、累瀞因不値／賦得古原草送別
10、失敗是十未知数（存桑）
i南i柔不只累劫学／共有有感（其ー）
11、＊真正的強者（何方）
A 12、淡自信（京洛推契克）
双i吾知iQ杯点符号（省略号／破折号）
所説・口活交隠・ヨ作美子”成長”
第四単元
｜淘渓
13、地種下的全土（莫徳・林奏）
涌i柔不只累涼州i司／七歩i寺
14、花的活（宗瑛）
涌i実釈票清明／春望
15、＊巨人和該子（奥斯 ドー・王示徳）
A 16、稲草人（叶圭陶）
双培知i具転点符号（引号／有名号／括号）
所説・口浩交隠・ヨ作我的第一次
庄用学>J 捜集名言，警句比奏
第五単元
｜珂法
17、居里夫人的侍大友現
涌渓釈票村居／登 もー来峰
18、莫泊桑奔姉
涌法手只累望天(1山／宿建徳江
19、＊倉天佑
A 20、少年愛因斯坦
決活知i只短i吾（井列／偏正／主情）
所説・口i吾交隠・ 3作我的偶像
第六単元
岡達
21、大《恰i吾》五則
22、犬方学（彰端淑）
双i吾知も只短i吾（功＇$，； I功く形＞buネ卜／介
実）
所説財富也可以分享
口i吾交隠・ 3作説／写感人的故事
寺題
名著専i実
《愛的教育》 （市法）／《三国演文》 （市
逸）
附景：
本加生字表
本加i司培表
八年級下加
第一単元
｜淘i実
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1、専核（粛乾）
i南渓釈累贈在恰／江南逢李色年
2、則了， “不列顛尼亜”（周持楊共）
涌i柔不只累秋タ／夜雨寄北
3、大生死依美的地光
A 4、向中国人脱帽致敬（寺中間思）
双i吾知i只句子成分（主i吾／滑i吾）
口i吾交麻・ヨ作按英雄，公頁／写英雄
第二単元
阿i実
5、背影（朱自清）
i面渓手只景江雪／冬夜法判示子章（其三）
6、父母的心（川端康成）
涌i柔不只票 己亥奈i寺／贈花卿
7、犬甜甜的泥土（黄 もー）
A 8、我的母奈（部椙奇）
双活知if、句子成分（実活／キ卜活）
口i吾交豚倣家努座不庄i亥拾銭
ヨ作友生在家里的故事
第三単元
岡i柔
9、世間最美的技墓（茨威格）
涌i柔和、累依湖上初晴后雨
10、同一多先生的視和倣（戚克家）
涌i柔不只累江畔独歩尋花／夜上受降城伺笛
11、犬永j丞抗著的美岡（曲志紅）
A 12、 “商弾”元財ヌH稼先（願垣南）
双i吾知i,R句子成分（定活／状活）
口i吾交隠・三3作悦／写我1J'周国的“名人”
第四単元
｜司法
13、人生寓吉（背迭） （周国平）
涌i柔不只票送元二使安西／望月杯逸
14、寓吉二則
波畑和畑歯 CF文井）
狼落狗合（克雷洛夫）
15、犬略!Jt:尋宝t己（除伯吹）
A 16、知洲浩短篇童活両篇
双i吾知i只句子的分美（隊述句／疑何句）
口i吾交豚併自己喜攻的寓吉故事
ヨ作写自己喜攻的寓吉故事
庄用学三3亦一期第貼披
第五単元
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l、白栃礼撰（茅盾）
涌i柔不只泉銭塘湖春行
2、済南的冬天（老合）
涌i実釈累
3、大海浜仲夏夜（峻青）
A 4、持両首
｛毘如生活欺輔了侭（普希金）
紙船（泰文京）
双活知も只特殊句式 “把”字句
口活交隠悦我所喜愛的季市
ヨ作 写我所喜愛的季世
第二単元
岡i実
5、十三歩的隠遇（田暁革）
涌渓釈票近零丁洋
6、持羊木離（政之路）
涌龍平只票 長歌行
7、犬金金子（埼瑠）
A 8、柳叶JLC宋学孟）
双i吾知訳特殊句式“被”字句
口活交隠活況姉生情，同学情
ヨ作写姉生情，同学情
第三単元
｜司法
9、藍藍的威尼斯（弓信徳）
涌渓手只票天浄沙・秋思（其ー）
10、美而的西双版納（李舵）
涌渓手只票虞美人
11、大阿里山妃行（芙功正）
A 12、走遊姐釣（対成章）
双i吾知i只特殊句式双実i吾句
口i吾交隠・ヨ作介招／写我イi'J的校因
第四単元
岡i柔
13、奈愛的f宣告知娼（葉隼苓）
涌i柔不只累瀞山西村
14、勇汽（秋斯尼）
涌法釈累黄鶴楼
15、犬暗蝕（西蒙i若夫）
A 16、与愛相釣（炉柱米斯伊舎凱合）
双活知明、特殊句式連功句
口活交隠洪我所知道的故争故事
ヨ作一事一波
庄用学三3澗査学生的消費情況
第五単元
l同法
17、銃等方式（半歩庚）
涌渓手只累竹石／相児攻
18、死海不死
涌i実釈累 江南春／次北国山下
19、犬黄河象（対后ー）
A 20、大自然的文字（伊林〉
双i吾知i具句子的分美（祈使句／感収句）
口活交隠・ 3作現／写我的家多
第六単元
｜滴i実
21、犬《沿i吾》五則
22、犬商小JL対日（《列子》）
双活知明、培法捺ヨ
日清交隠・ >J作中学生庄不庄i亥辻生日
寺題
名著号i実
《西瀞i己》 （市逸）
《晴利 ・波特与魔法石》 （市造）
附景：
本加生字表
本加i司i吾表
九年級
第一単元
阿渓
1、必因春・雪（毛洋京）
涌i実釈累 i:合i寺
2、海燕（高忽基）
i南i柔不只票独坐敬亭山
3、犬青海湖，歩幻般的湖（江河〉
双i吾知iJ、井列隻旬、承接隻句
口i吾交隠・ 3作 賛美我1J'的老姉
第二単元
4、吾家有女初長成（程乃珊）
涌i実釈票相思
5、体是体的船長（崖E平）
i商法釈票悪崇《春江暁景》
6、＊心声（黄稽佳）
双活知iJ、通遊隻旬、 m拝隻句
口浩交応・耳作 青春暢想
第三単元
｜淘法
7、i炎骨笥（果吟）
涌渓釈票也江南
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閲i実
17、大自然的寓言 （竺可相）
涌i実釈景望岳
18、看云i具天汽
涌渓釈票 使至塞上
19、犬緑色姻姻（法布示）
A 20、生物入侵者（梅涛）
双i吾知明特殊句式兼活句
口i吾交隠・ 3作耳境与我イ（］的生活
第六単元
阿i実
21、大《i企i吾》八則
22、犬柔油翁（欧阿修）
双活知iJ、培法捺ヨ
口活交隠学校庄不座公布学生的成績
ヨ作写i実后感
壱題
名著辱i実
《略蛇祥子》 （市近）
《鋼鉄是；忘梓煤、成町》 （帯地）
附示：
本加生字表
本加河i吾表
九年級
第六単元
岡i実
16、都市精麦（静乙）
涌達手只景元題
17、明天不封阿台（杜豆京）
涌i実釈票卜算子・昧梅
18、犬歩不泊，消逝的仙湖（果肉）
口i吾交隠食物与我1J'的健康
>J作写説明文
第七単元
19、多一些寛容（郭安夙）
涌i実釈票依酒（其五）
20、人的高貴在子東魂（周国平）
涌i柔不只票鵠析仙
21、＊不求甚解（弓南部）
口i吾交隠成績重要述是能力重要
ヨ作写波治文
第八単元
｜司法
22、変色北（契科夫）
涌渓釈票現沿海
8、想和倣（胡縄）
涌i柔不只累登幽州台歌
仏大杯疑与学向（願額剛）
双活知i具条件隻旬、因果隻句
口i吾交隠・ ＞）作況／写城信
第四単元
10、孔乙己（コ暑迅）
涌i柔不只票元E
11、一面（阿京）
涌i柔不只票題｜陥安郎
12、＊宙（泰格特）
双i吾知iJ、特折隻旬、偲改隻句
口i吾交豚説好所的活是虚偽時
三3作 写一小有特点的人
第五単元
岡i実
13、就英法朕宰返征中国姶巴特勤上尉的信
（雨果）
涌i柔手只累己亥崇博
14、姶JL子的ー封信（刻亜洲）
涌注釈累感遇
15、犬致女JL的信（亦震婦林斯基）
双活知訳家縮句
口活交隠家長可以看該子的日i己時
三3作姶父母（老姉）的ー封信
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23、我的叔叔子勅（莫泊桑）
涌慎炉、票色邑寿
24、＊最后一片叶子（欧・亨利）
口浩交隠性世界充満愛
三3作辻世界充満愛
第九単元
25、犬水澗歌~（亦拭）
26、犬愛蓮説（周郭眠）
27、犬得道多助，失道寡助《孟子》
口 i吾交隠~月如歌 我的初中生活
ヨ作雄忘的初中生活
寺題
名著専i実
《童年》 （市迭）
《魯実過漂流氾》 （市逸）
附景：
本加生字表
本朋司i吾表
隻句筒表
第三章 朝鮮族の二言語使用状況の調査分析
第一節 朝鮮族の二言語使用状況
第一章で示したように、 j審陽市の朝鮮族は主に和平区、干洪区、東陵区、蘇家屯区、皇姑区に
分布している。ここでは、この五区に渚河区、鉄西区を加えた七区在住の朝鮮族の言語と生活環
境について行ったアンケート調査の結果から、 言語に反映される朝鮮族の自分の民族に対する考
え方、漢語と朝鮮語の使用状況について検討する。
（一）調査方法
2014年 2月 22日から 3月 4日まで、 11月6日から 11月 14日までの二回に分けて行った。一
回目は、 20代以上の人を対象に主に家庭内、教育現場、日常生活での言語使用について調査し
た。二回目は、藩陽市干洪区朝鮮族呉家荒中心小学校と渚陽市朝鮮族第三中学校にて、漢語と英
語の授業を見学し、教育現場で働いている教員たちとのインタビュー、それから 10代の学生達を
対象に一回目と同内容のアンケート調査を行った。
（二）アンケート回答者
；審陽市朝鮮族を対象に 85枚のアンケートを配布、 79枚を回収した。対象者の年齢の内訳は 10
～19歳が 30枚、 20～29歳が 32枚、 30～39歳が 7枚、 40～49歳が 8枚、 50～59歳が 2枚であ
る。性別の内訳は女性 48枚、男性が 31枚、地域別の内訳は子洪区 9枚、東陵区 20枚、皇姑区 8
枚、；審河区 6枚、鉄西区6枚、蘇家屯区 9枚、和平区 21枚である。以下はアンケート回答者であ
る。
名前 性別 年齢 地域
PJ 女性 26歳 子洪区
KAL 女性 27歳 子洪区
ZYZ 男性 27歳 子洪区
CY] 男性 32歳 子洪区
MXL 女性 27歳 子洪区
DCJ 女性 26歳 干洪区
JYY 女性 41歳 子洪区
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JAL 女性 52歳 子洪区
czx 男性 56歳 子洪区
JXF 男性 27歳 和平区
JQF 男性 45歳 和平区
JQJ 男性 38歳 和平区
XYX 女性 46歳 和平区
ZJY 女性 27歳 和平区
巴YS 女性 46歳 和平区
LDW 男性 15歳 和平区
仁CR 男性 15歳 和平区
]]A 女性 14歳 和平区
zzx 女性 15歳 和平区
HXY 女性 14歳 和平区
ZHL 男性 14歳 和平区
CRfy! 女性 14歳 和平区
IPZY 男性 14歳 和平区
CRH 女性 14歳 和平区
町MZ 男性 14歳 和平区
庁MH 女性 14歳 和平区
国MH 女性 14歳 和平区
ZRM 女性 14歳 和平区
師YJ 女性 14歳 和平区
LXY 男性 14歳 和平区
JYY 女性 27歳 東陵区
!PYX 男性 28歳 東陵区
ZXH 女性 28歳 東陵区
sx 女性 45歳 東陵区
ZYZ 女性 25歳 東陵区
IBJ 男性 27歳 東陵区
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JLZ 男性 37歳 東陵区
JMS 女性 43歳 東陵区
lZL 男性 43歳 東綾区
回L 女性 28歳 東陵区
JY 男性 14歳 東陵区
JES 女性 14歳 東陵区
i出 男性 14歳 東陵区
同s 女性 14歳 東陵区
lHZ 女性 14歳 東陵区
M'GL 男性 14歳 東陵区
lYJ 男性 15歳 東陵区
JZY 女性 14歳 東陵区
ZSY 男性 15歳 東陵区
HLL 女性 14歳 東陵区
LWX 男性 25歳 皇姑区
PXM 女性 26歳 皇姑区
JGJ 男性 30歳 皇姑区
GTH 女性 26歳 皇姑区
YQR 男性 24歳 皇姑区
JZY 男性 27歳 皇姑区
PBN 女性 40歳 皇姑区
JHZ 女性 22歳 皇姑区
JYD 男性 26歳 j審河区
JXY 男性 27歳 j審河区
日YQ 男性 25歳 j審河区
JFA 女性 29歳 ；審河区
[D 女性 24歳 議河区
JBL 男性 30歳 ；審；可区
阿JY 男性 26歳 鉄西区
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PXH 女性 29歳 鉄西区
JHL 女性 25歳 鉄西区
町XY 女性 27歳 鉄西区
仁XH 女性 29歳 鉄西区
LSY 男性 14歳 鉄西区
[YL 女性 30歳 蘇家屯区
ZLQ 女性 27歳 蘇家屯区
区JL 女性 28歳 蘇家屯区
LYX 女性 26歳 蘇家屯区
陥ZY 女性 39歳 蘇家屯区
CSL 女性 14歳 蘇家屯区
JRM 女性 14歳 蘇家屯区
JL 女性 14歳 蘇家屯区
lJZY 女性 15歳 蘇家屯区
（三）調査地域一溶陽市の概況
今回の調査では、藩陽市の干洪区、東陵区、 皇姑区、藩河区、鉄西区、蘇家屯区、和平区以上
七つの区を調べた。
；審陽市（しんようし／シェンヤンし、中国語：沈阿市、英語 ：Shenyang）は、中華人民共和国遼
寧省の省都。遼寧省東部、 j軍河の北、京日合、藩大、藩丹、 j審吉鉄路が集める境内に位置している200 
国家歴史文化名城に指定される観光都市でもある。経済的重要性から省クラスの自主権をもっ副
省級市にも指定されている。2013年まで常住都市人口は 825.7万人で、城市人口により東北地域
の中最大都市になっている21。
j審陽市総面積： 1.3万平方km
j審陽市区面積 ：3495平方km
j審陽市行政区画 ：藩陽市は地級市（地区クラスの市）として 9市区、l県級市、 3県を管轄する。
市区：和平区、藩河区、皇姑区、大東区、鉄西区、於洪区、揮南区、蘇家屯区、渚北新区
県級市 ：新民市
20 『中園地名詞典』1990: 465参照
21 中国沈阿政府阿「2013年沈岡市国民径務和社会友展統i十公扱」http://www.shenyang.gov.cn/2015年 1月12日確認
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県：遼中県、康平県、法庫県
70 
i審河区
皇姑区 一 16 180 
大東区 1101 199 
鉄西区 114 
。 50 
時99 62. 5 
1098 40 
屯区 782 143. 5 
府民市 13318 170 
遼中県 1460 150 
平県 12175 135 
法庫県 12290 145 
（藩陽市行政区画図）
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（四）藩陽市朝鮮族の概況
国家統計局第 5次全国人口普遍調査（2000）によれば、 j審陽市朝鮮族は藩陽市の和平、沈河、大
東、皇姑、鉄西、蘇家屯、東陵、沈北、子洪、遼中、康平、法庫、新民など llの区（市）、県に
暮らしている。渚陽市在住朝鮮族の人口は 9万 4,600人、 2000年前後朝鮮族が集中しているとこ
ろは、和平区、東陵区、 蘇家屯区、 干洪の四つの区である。その朝鮮族の人口は 65259人で、
藩陽市朝鮮族の 68.98%を占めている。国家統計局第 6次全国人口普遍調査（2010）によれば、；審陽
市在住朝鮮族の人口は 9万 2114人、 j審陽市内の大規模な人口移動のため、現在藩陽市において
朝鮮族が一万名以上集中しているところは、和平、皇姑、 蘇家屯、 子洪の四つの区である。鉄
西区は 7,316人、東陵区は l万 7,449人（5次調査）から 6,529人に減っている（東陵区の人口が激
減しているのは、東陵区に属していた満融、 i可家湾など朝鮮族村が皇姑区に編入されたためであ
る）。
第二節 アンケート結果ーそのー
使用言語に対する意識は、地域によって違いがあるのだろうか。本節ではアンケート結果に基
づき、全体の傾向と地域ごとの傾向を比較する。以下図表は左側が地域、右側が全体を示す表で
ある。
( 1 ）朝鮮語と漢語の二言語使用状況についての分析
本節では、家庭や学校といった日常生活において聴いたり話したりする言語の使用状況につい
ての調査結果を地域別に考察する。
a.日常生活中最常使用的活吉是？
（日常生活において最もよく使う言語は？）
表 l
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aの質問については、表 lのような結果が出た。右図の全体の数字を見ると日常生活全般におい
てよく使う言語朝鮮語、漢語、混合使用の割合はほぼ同じである。この質問から朝鮮族は朝鮮語
と漢語両言語を掌握し、両言語を使って人と交流していることが分かる。地域別の表を見ると、
日常生活に於いて朝鮮語を使う割合が最も高いのは蘇家屯区 60%、その次が東陵区 50%、干洪
区、和平区、 藩河区は 33.3%で同じ割合を占めている。その次が鉄西区20%、最も低い区は皇姑
区で 12.5%を占めている。混合使用の割合が最も高いのは干洪区で 55.6%を占めている。その次
が藩河区 50%、和平区33.3%、皇姑区25%、鉄西区と東陵区、蘇家屯区が 20%で同じであった。
それに対して、漢語を主に使う割合を見ると、日常生活において漢語を最も使っている区は皇姑
区で62.5%を占めている。その次は鉄西区60%、和平区33.3%、東陵区 30%、蘇家屯区20%、j審
河区 16.7%で、最も低い区は干洪区で 11.1%を占めている。
上で述べたように、 j審陽市の朝鮮族の人口の中、 一万人以上が集中して住んでいる区は、子洪
区、蘇家屯区、皇姑区、和平区である。それにも関わらず皇姑区と和平区は朝鮮語と混合使用の
割合が朝鮮族人口が一万人に満たない東陵区及び藩河区より低かった。皇姑区は全人口が 80万人
で7つの区のうちでは最多、和平区は 70万人で二番目に多い。よって、 一万人いるとはいえ、区
内の朝鮮族が占める割合は相対的に低くなるのでこのような結果になったと考えられる。一方蘇
家屯区と干洪区は朝鮮族人口の多さと比例して、その割合は高かった。
ここで混合使用している人たちにその理由を聞いたが、理由は以下の通りである。
「比較方便，耳慣。 j 「方便J「耳慣使然j 「朝鮮i吾説的不好」 「但本人双i吾説的校多，根
据説i舌対象有吋洗朝鮮i吾。 J「比較方便，表主主更容易。J「耳慣J「此小耳慣了」 ［不知道是否
i亥用敬i吾吋周波i吾。 J「比較方便交流J「因方沈阿大部分人使用双i吾J「該子的生活用i吾是双i吾
的，所以平吋淡i舌吋只能混合使用朝鮮i吾和双活。J「因方方便需要J「因方覚得有些単司、句子
用双i吾悦起来更方針服、自然。J「方便，有的河朝鮮i吾没有。 J「明小比較）｜関口就説出明神i吾
吉JI JI関口，偶忽会出現朝鮮活没有的単i司，那肘候就会宣接説双i吾。」 「十則単i司，如岡絡用
活。 J「交流方便j 「主要双i吾吉筒意販，能移清噺表主主自己的現点。j 「一小単河明十友音筒羊
或者明問、能迅速表法就使用嚇十。」 「宏、仏方便；忘仏悦J「有些i司i吾不会」 「有些双活用朝鮮i吾翻
浮不了，只能周波i吾悦。」 「方便，有的朝文単河想不起来。J「朝鮮i吾説的不好。 j 「有吋周波
i吾更容易表法自己的意思。J「朝鮮i吾有些河一吋想不起来迩有肌小就有迭小耳慣。」このように
慣れている、便利という理由で、または朝鮮語あるいは漢語の言葉が思い出せない時などに、混
合して使っている。
b.家庭成員之岡使用的活言？
（家族との会話で使用する言語は？）
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家族との会話において使う言語について聞いた結果、全体的に 79人の中 31人が朝鮮語が多い
と答え、 41.8%を占めている。その次に 79人の中 27人が朝鮮語だけで会話していると答え、
34.2%を占めた。漢語だけで会話している人は 79人の中 2人しかいなかった。 朝鮮語のみまたは
朝鮮語と漢語の両方を使って会話していることがわかる。地域別に見ると、主に朝鮮語を使って
いるのは藩河区、その次が蘇家屯区と子洪区になり、子洪区と蘇家屯区は朝鮮族が一万以上集中
している区でもある。漢語を主に使う区は皇姑区と和平区である。 朝鮮語と朝鮮語が多い答えを
合わせて見ると、割合が最も高い区は渚河区で 100%を占めた。蘇家屯区と子洪区は二番目で
88.9%を占めた。その次が 83.3%の鉄西区、 75%の東陵区、 57.1%の和平区、皇姑区が最も少ない
が 50%で半分占めていた。周りの漢族の割合と言語環境の影響があるだろうと考えられる。その
反面、漢語や漢語を主に使っている地域は皇姑区であった。ここでも、藩何区の答えが意外だ、っ
たが、；審何区に集中している朝鮮族と教育環境等を詳しく調べる必要がある。家族との会話にお
いては漢語のみ使う人はほとんどいないことが分かる。この点で、表 1の結果と大きく異なって
いる。多くの人が朝鮮語を主に使い、時々漢語と混ぜて使う場合が多いことが分かつた。
全体でみると、日常生活全般の中でも家族との会話に限ると朝鮮語のみの会話の割合が高くな
る傾向である。特に顕著なのが捧河区である。この区では、朝鮮語の割合が家族との会話では
66.7%を占め、日常生活の 33.3%より高い。干洪区、和平区でも家族との会話の方が、朝鮮語が占
める割合が高い。
蘇家屯区は日常生活全般でも家族との会話でも使う朝鮮語の割合は同じで、 55.5%を占めてい
る。鉄西区は両者とも 16.7%、皇姑区は両者とも 12.5%で割合は変わらない。全体と反対の傾向を
示しているのが東陵区である。日常生活会話で使う朝鮮語の割合が 40%で、 家族との会話におけ
る35%より高かった。
漢語のみを使って会話する人の割合は家族問の会話では全体的に激減する。東陵区 （27歳）と
和平区（15歳）の 2人しかいなかった。 日常生活においては、家族や朝鮮族の友達だけではな
38 
く、仕事場の漢族の同僚や漢族の友達等も含めているので、漢語を使って交流する場合が多いと
考えられ、表2と3のような差が出てきたと思う。
C.在校吋和同学使用的活言是？
（学校の同級生と話す時に使っている言語は。
表 3
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学校の同級生と話す時に使う言語について聞いた結果、漢語で話していると答えた人の割合が
高かったのは鉄西区と皇姑区だった。その中にも皇姑区が 50%を占めた。 一方、朝鮮語を使うと
答えた人の割合が最も高い清河区で 83.3%、その次が子洪区 55.6%、鉄西区 33.3%、東陵区
30%、蘇家屯区 22.2%、皇姑区 12.5%、和平区 9.5%である。東陵区と子洪区は朝鮮族が集中して
いる区であるので、その割合が高いのは理解できるが、 j審河区が最も高かったのは、朝鮮族の割
合との明確な相関関係は見いだせなかった。全体を見ると、ほぼ半分のひとが学内では両言語を
混合して使用していると答えた。しかし、審河区は両言語を混ぜて使う人はいなく 、朝鮮語を使
う人の割合が高かった。
aから cまでの表を比較すると、 j審陽市の朝鮮族は会話をするに当たり、環境の影響を受け、そ
の場によって言語を選択していると思われる。日常生活全般において漢語と朝鮮語の混合使用が
行われている。また、家庭内と日常生活全般を比べると、家庭内の方が朝鮮語のみを使う割合が
高くなるのが全体の傾向として見られるが、一方 一部の地区では逆の傾向を示す場合がある。
地域以外の要因も考えられるため、年齢別の検討も必要である（後述） 。
d.上岡肘，耳慣用車事文阿姑述是中文阿姑？
（韓国と中国ウエブサイトのなか、よく使うウエプサイトは。
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e.在家主要現看軒文屯祝市目迩是中文屯祝背目？
（韓国番組と中国番組のなか、家でよく見る番組は。）
表 5
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質問 dと eは、普段接するメディア言語について聞いた質問で、ある。家で韓国番組を見ると答
えた人の割合に比べ、中国語ネットをよく使う人の割合が高いと見られる。ここで注目したいの
は、ウェブサイトの利用状況である。なぜなら、インターネット用語の流行は私たちの日常生活
での交流にも影響があると思われるからだ。混合用語を使う人の中（p.36表 l図参照）で、イン
ターネット用語は漢語を使っていると回答している人がいたが、それはこの項目と関係があるで
はないか思われる。また、蘇家屯区は 66.7%の人が中国語ネットを使って韓国ネットより割合が
高いが、テレビは韓国の番組を見ているのが 55.6%で中国テレビを見ている人より多かった。和
平区も中国語ネットを利用している人が 71.4%で、韓国番組を見ている人が 61.9%で、テレビの
場合とネットの場合とで漢語、朝鮮語どちらによるかの割合が逆転していることが分かつた。他
の地域も全部逆転しているが、それも環境と関係があると考えられる。家族とは朝鮮語を主に使
っているし、民族言語でよく接する韓国番組を見るのも自然であるのではないか。ここでも、藩
河区の人たちの答えは予想を離れ、韓国番組と韓国サイトを最も多く利用する地域になってい
る。
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(2）朝鮮語と漢語の二言語掌握能力についての分析
この部分では、以下の質問を通して、 j審陽市の朝鮮族が自分の漢語及び朝鮮語の能力を
どう思っているかについて分析したい。
a.在校吋，朝鮮i吾和双i吾科目当中覚得嚇十更容易掌握？
（学校で、朝鮮語と漢語科目では、どちらが分かりやすし、か？）
表6
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朝鮮語が漢語より分かりやすいと答えた人は全体の 59.5%(79人の中 47人）を占めた。朝鮮語
がもっと理解しやすいとこたえた人の割合が最も高かったのは藩河区で、 83.3%占めた。その次が
子洪区 77.8%、東陵区 70%、蘇家屯区が 55.6%、鉄西区と皇姑区が 50%、和平区は 42.9%の順に
なっている。東陵区、蘇家屯区、子洪区と和平区は朝鮮語科目が理解しやすいと答えた人の割合
が高いが、藩河区は、朝鮮族が集中している蘇家屯区、子洪区、東陵区に比べ、その結果が高か
った。和平区は朝鮮族が一万人以上集中しているのに、分かりやすいと答えた人の割合は藩河区
より低かった。
b.使用朝鮮i吾写文章肘是否感到吃力？
（朝鮮語で文章を書く時、難しさをかんじるか。）
表7
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不吃力，
73.40% 
表 7で示すように、朝鮮語で文章を書く時難しさを感じないと答えた人の中、藩河区が 100%で
全員問題ないと答えている。その次は子洪区 88.9%、東陵区 80話、蘇家屯区と鉄西区がそれぞれ
66. 7弘、皇姑区 62.5弘、和平区 61.9出の人が難しさを感じないと言っている。質問 aを質問 bの地
域別の数字と比べてみたが、面白いところは質問 aで藩河区一子洪区一東陵区一蘇家屯区一鉄西区／
皇姑区一和平区の減っている順に朝鮮語が漢語より理解しやすいと答えたが、 ここでもほぼ同じ順
になっていることが分かつた。
C.使用訳活写文章肘是否感到吃力？
（漢語で文章を書く時難しさをかんじるか。
表 8
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表 8の漢語の文章能力に関しては、蘇家屯区は 77.8%、皇姑区は 62.5%、和平区は 61.9%が漢語
で文章を書く時問題ないと回答している。以下、鉄西区と藩河区は 50%、東陵区は 35%、子洪区
は 33.3%の順に続いている。つまり、 表 9で示すように、漢語の文章能力については、蘇家屯区
と皇姑区以外のすべての区で半数以上が難しいと回答している。もっとも割合が高かったのは子
洪区で、 66.7%を占めている。朝鮮語の文章能力と比べてみると、漢語で文章を書くのに難しさを
感じた人が多かった。
d.是否覚得在学校学到的双i吾知t只逗逗落后子双族？
（学校で学んだ漢語の知識は、漢族に及ばないと感じるか。
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表 9
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表 9のように、この質問は、朝鮮族学校の教育と漢族学校教育に対する個人的な考え方につい
ての質問であるが、 79.7%の人が朝鮮族学校の教育は満たないと答えた。その中でも子洪区は全員
が朝鮮族学校の教育は満たないと考えている。子洪区は朝鮮族が一万人以上集中している地域
で、大興朝鮮族郷もあるので、集中して住んでいる環境のため朝鮮語を主に使って交流してい
る。筆者も子洪区で学校通ってきて、漢語の満たない部分は実際的に感じている。子洪区の全員
が朝鮮族学校の教育は満たないと考えている原因もその地域の環境と受けてきた教育と関係があ
るだろう。この質問では、表で示す数字に限らず、全体的に高校まで、朝鮮族学校に通って、大学
と社会に入って感じた漢語の言語面と知識面の足りない部分が見られる。
e.平吋眼双族交流吋是否感到吃力？
（漢族と交流する時、難しさを感じるか。）
表 10
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まず、難しさを感じている数字と少し難しいと答えた人の数字を一緒にみると、最も高い地域
は東陵区で 45%を占めた。その次は和平区で 38.1%を占め、干洪区と鉄西区は 33.3%、藤家屯区
22.2%、j審河区 16.7%、最も低い地域は皇姑区で 12.5%の人が漢族と交流する時少し難しさを感じ
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ていると答えた。全体的に見ると、 65.8%の人が漢族と普通に交流できることがわかる。ちょっと
難しさを感じていても日常会話は問題なく、交流できると考えられる。
王説双i吾吋，是否受朝鮮i吾影日向？ （例如培法， i吾序……）
（漢語で話す時、朝鮮語の影響があるか。）
表 1
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この質問では、漢語で話す時母語一朝鮮語の影響があるかどうか、つまり母語干渉を受けている
かについて聞いている。地域別に見ると、朝鮮語の影響はないと答えた最も高い地域は滞河区で
83.3%を占め、その次が和平区と鉄西区であった。影響を受けたと答えた地域のなか、半分以上を
占めた区は干洪区、蘇家屯区、 皇姑区である。全体的に影響を受けたと答えた人の割合は半分未
満であった。朝鮮族が集中している積家屯区と子洪区はその地域における朝鮮族の割合と相応的
な結果を示しているが、和平区は見られなかった。
g.平吋j良双族交流吋是否覚得自己的双i吾水平眼双族有所差距？
（普通漢族との交流で、自分の漢語能力が足りないと感じるか。
表 12
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この質問は、自分の漢語能力に関して聞いている。漢族との交流で、漢語が漢族に及ばないと
感じた人の割合の中、子洪区と蘇家屯区が 77.8%で最も高い、その他の区も全部半分以上の人が
漢語は漢族に及ばないと感じたと回答した。皇姑区は 75%、東陵区は 70%、鉄西区は 66.7%、和
平区は 52.4%、藩河区は 50%を占めた。全体的に見ると、 79人の中 52人が漢族に及ばないと答
え、 65.8%を占めた。普通に漢族と交流はできるが、母語の影響と生活環境、受けている教育環境
など原因があるので、漢語能力の不足をかんじているのではなし1かと考えてみた。この質問で
は、子洪区、蘇家屯区、皇姑区と東陵区はその地域における朝鮮族の割合と同じ比例を示してい
る。
(3）朝鮮族としての民族意識について分析
ここでは、学校の選択、朝鮮族の文化習慣に対する考え方、朝鮮族としての生き方、結婚相手
の選び方などに関する質問をし、朝鮮族の民族意識について分析する。
a.悠是否希望怒的下一代也就漬朝鮮族学校？
（あなたの子供は朝鮮族学校と漢族学校、どちらに進ませたいか。
表 13
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ここでは、自分の子供に対する教育観を調べた。その結果、漢族学校に進ませたいと答えた人
の割合が最も高かったのは鉄西区で、 66.6怖を占めた（6人中 4人） 。以下子洪区、皇姑区、東陵
区、蘇家屯区、和平区の順に減っているが、成長環境と自分が教育を受けて来て感じたことに原
因があるだろう。一方、朝鮮族が集中している子洪区、蘇家屯区、和平区、皇姑区は朝鮮族学校
に進ませたいと答えた人が多かった。
漢族学校を選択した人たちの理由を聞くと、 「生活在中国迩是在双族学校学耳会更容易融入到
j去十社会。 J「希望他精通一日母i吾就好，特i吾可以肌小我来教。J「在中国法小社会迩是双i吾重
要，朝鮮i吾可以当第二i吾吉有肘向慢慢学， J「述是双i吾重要JI双族学校教育水平高子少数民族
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学校，朝鮮i吾可以在家里教。」 「朝鮮族学校対該子的能力培弄方面落后J「双i吾重要J「双i吾比
朝鮮活雑学 J 「希望下一代尽早融入沃族社会坪境当中J「能移更好地融入社会J「有利友展J
「朝鮮i吾可以自己教J「朝鮮i吾可以在家自己教，方了以后友展就i実況族学校比較有利，朝鮮i吾只
是輔助作用」 「我小人弘方瞬在訳族学校上学有助子長期友展。 J「方了以后友展J「学ヨ的京西
能比朝鮮族学校多一些。 J「朝鮮族学校不好J「朝鮮族忌的来説双活水平比校差，希望就渓双族
学校多学点知明。 J「双族学校，克争相対更激烈，有助子該子的友展。」など、漢語の重要性を
理由とする答えが多かった。
朝鮮族学校を選択した人たちの理由も聞いてみた。 「感覚A人骨子里更加多オ多玄. 而且不用航
小被克争所圧迫。」 「不想去持本民族i苦言。 J「侍承科族文化J「我不想我JL子以后被叫成双族
人！」 「双族学校克争太大， 井且不能去失軒i吾。 J「1.現在大部分社会耳境悦的都是双i吾，如果
該子此小就上双族学校，那祥的活長大以后只会決i吾，但是此小上朝鮮族学校，而且家里姶該子学
三3双i吾耳境的i舌， E妻子長大之后就能悦丙科i吾言。 2.我1']本身是朝鮮族，就庄i亥会使用母i吾。 J
「注重文明礼市。 J「当前形勢下朝鮮i吾是属子一枠外活，所以多掌握一日夕卜i吾是有好赴的。」
「朝鮮族，希望使用母i吾学ヨ両日清言。 J「希望下一代也会朝鮮活。 J「是的，方了民族的延接
性。 J「民族之間生活耳慣，礼市等方面有所不向。 J「希望下一代也像我ー祥会悦朝活，出生就
会双i吾挺好。 J「其安元所南， JI関其自然。 J「要不也能叫朝鮮族？ Jなど民族の習慣、礼儀と民
族言語の伝承を重視し朝鮮族を選択したという理由が見られる。沈河区は 100%で，全員朝鮮族学
校を選んだが、質問 cの結果も参照されたい。質問 cは、朝鮮族であることは社会で生きて行く
上で、有利だと思うかという質問であるが、その答えを見ると、有利だと答えた人の割合は沈河
区が最も多く、この質問と正比例になっている。
b.是否了解朝鮮族的凡俗耳慣？
（朝鮮族の文化習慣を知っているか。）
表 14
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この質問では、朝鮮族の文化習慣について聞いている。朝鮮族の文化習慣についてみんな知っ
ているが、蘇家屯区の一人だけ知らないと答えた。その以外は全員知っていた。和平区は全員が
よく知っていると答え、東陵区は 95%の人、蘇家屯区と子洪区はよく知っていると答えた人が
88. 9%を占めた。その次は皇姑区87.5%、j審河区 83.3%、最も低い地域は鉄西区で 66.7%しか占
めていなかった。
C.悠是否覚得朝鮮族在社会上有伏勢？
（朝鮮族であることは社会で生きて行く上で、有利だと思うか。
表 15
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有利だと答えた人の割合が最も高いのは沈河区で 83.3首（6人中 5人）を占めた。その理由を見る
と、 I }A事翻岸工作吋尤方明星J「工作梢微好技点，有i吾言伏勢。 J「有i吾吉侃勢J「可以遊軒
企」など言語面で有利だと回答している。他の区の理由は以下の通りである。 「工作梢微好技
点。 J「i吾吉伏勢「在中国朝鮮i吾是一科タ卜i吾，多掌握一日夕卜i吾是好赴多多的。 J「考大学的吋候
加 10分，迩可以用朝鮮i吾答巻。 J「半寛多－nt吾吉，如果好好友拝利用必有伏勢J「在小活科
上J「有比校友主主的国家在使用朝鮮活。J「在志北述算有侃勢」 「就目前来悦相対到轄企就~机
会多一些？ J 「就駅面寛J「自我汗友的空向和浩拝多一点点」などがある。
一方有利ではないと答えている人の割合が最も高いのは 62.5%の皇姑区である。唯一全体とは
逆の傾向を示している。その次は鉄西区、干洪区、蘇家屯区と和平区、渚河区になるが、 「E良双
族没法比J「有没有侃勢好像是分ノト人想法和十人資庚，我十人も人方在中国社会和国情形勢下，朝
鮮族没有什仏侃勢。 」 「一般，没有太大的侃勢J「在国内友展都得用双i吾，双i吾不好的活，会朝
鮮i吾也没有太大悦勢。J「会朝鮮i吾的根多J「在「大的中国土地上，朝鮮族迩是不太会中国人的
淡吐和i吾吉表法以及不太会弄清人隠失系。朝鮮族太局限子自己的民族圏了，専致了朋友圏根狭
窄。 J「党得在社会上的抗勢越来越弱J「交伝子E固有局限性J「因方中国是少数民族国家，朝鮮
族眼其他民族没有区別，所以就没有什仏伏勢。」 「社会自然形成J「我主人方不是民族有侃勢，庇
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i亥眼家庭耳境形成的↑人能力有美系J「多少感覚会有些民族岐視J「没有太大悦勢，半寛在国内
友展需要的是流利多双i吾J「朋友圏太小，社交活固局限化。」など理由があった。全体的に、有利
だと思う人は、もう一つの言語ができることによって発展性があると答え全体の 63.坊を占め；不
利だと思う人は、中国社会において漢語が重要だからと答える傾向がある。
d.悠希望悠的男一半是朝鮮族迩是双族？理由？
（結婚相手として、朝鮮族と漢族どちらを望んでいるか。）
表 16
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朝鮮族と結婚したいと答えた人の理由を聞いてみると、 「民族三3俗相同，易淘通。 (40歳）」
「受侍統文化影日向。 (22歳）」 「父母命不可述。但是其突元所情，現在的双族女該和朝鮮族女該没
什仏区別。都挺耕生慣葬，朝鮮族女該的家努凡俗耳慣己径漸漸没了。 (25歳） J 「耳慣不同想法
不同淘通費効（29歳）」 「不能性朝鮮族血肱断了后不是。 (30歳）」 「朝鮮族是文明、勤芳、
干浄的民族。 (46歳） J 「生活耳慣相同，相赴絞和情。 (38歳） J 「凡俗耳慣一祥（45歳） J 
［生活ヨ俗相似（41歳）」 「生活耳慣一梓，容易交流。 ( 38歳） J 「利子淘通，生活耳慣一祥。
(26歳） J 「耳慣上的区別。 (43歳） J 「喜攻（28歳） J 「双族不易子淘通。 43歩J「更有共
同活言 C39歳）」など、朝鮮族との生活習慣が違うので朝鮮族と結婚したい人が数多かった。そ
れから、両親の要求のため、朝鮮族と結婚しなければならない声もあった。 20代 30代の人は特に
決まっていないと考え、どうでもいいと答えた人が多かったが、逆に 40代の人たちは漢族とは習
慣と考え方の違いで、結婚対象として朝鮮族がいいと考えていた。
その他は、民族に関わらず結婚対象を考えていた。その理由としては、 「与民族元美（27 
歳） J 「民族大融合（46歳） J 「朝鮮族有朝鮮族的悦点，双族有双族的伏点。覚得朝鮮族差不多
都被双化了。 ( 27歳） J 「現在的年経人的民族意思没那仏強，鮮族双族元所南，喜攻就好。不泣
家里人可能会反対技双族。 ( 27歳） J 「心意相通，感情到位，伏食没有向題就行。 ( 27歳） J 
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「本人迩是双i吾説i舌方便 C28歳） J 「小人覚得逗件事情Ji関其自然，不一定要分民族。 (25歳） J 
「不会因方民族不同而用有色眼鏡看一小人，所以元所南是什仏民族。 C 29歳）」等があった。
漢族と結婚したいと答えた人は二人しかいなかった。蘇家屯区一人と東陵区一人で、あった。
第三節 アンケート結果ーその二
回収したアンケートは79枚の年齢別内訳は、 10～19歳が30枚、 20～29歳が32枚、 30～39歳が7
枚、 40～49歳が8枚、 50～59歳が2枚である。
本節では使用言語に対する意識と年齢との関係について考察する。以下図表は年齢を示す表であ
る。全体の傾向については、前節を参照されたい。質問番号、内容は全て前節のものと同じであ
る。今回は10代から40代までの数値を中心に分析する。
( 1 ）朝鮮語と漢語の二言語使用状況についての分析
a.日常生活中最常使用的活吉是？
（日常生活において最もよく使う言語は？）
表 l
40-49 
30'"'39 
20-29 
10～19 
。% 20争各 40% 60号も
・朝鮮語 ふ混合 蟻滋甜
80% 100呼も
全体的な傾向は、混合使用が最も多く、漢語、朝鮮語の順になっている（p.36表 1右図参
照） 。朝鮮語のみと答えた人の割合は、年代が下がるにつれて低くなる。 10代、 20代は、義務
教育における漢語教育の方針が大きく変わった 2000年以降22に教育を受けているためこのよう
な結果になったと思われる。漢語のみを使うと答えた人の割合が 30代、 40代より高いのも同じ
原因であろう。ただ、 20代と 10代では 20代の方が漢語のみを使うと答えた人の割合が高いの
は意外だった。恐らく 20代は既に社会人になっているため、漢族の同僚や友人の影響を受けて
いるのではなし、かと思われる。
22第二章 p.9参照。
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年代によって割合が異なるが、朝鮮語と漢語を混合使用している人が見られる。その理由を 20
代から 40代までの人に聞くと、以下の通りである。
20代：
習慣である：
「比較方便，耳慣。 J「方便」 ［耳慣J「肌小耳慣了j 「方便，有的i司朝鮮i吾没有。 J「朝鮮i吾
有些河ー肘想不起来，迩有肱小就有法小耳慣。 J
便利である。
「方便，有的朝文単河想不起来。」 「定、仏方便宏、仏説j 「一小単河卿十友音筒羊或者嚇小能迅速
表法就使用明十。 J「有吋周波i吾更容易表誌自己的意慮、。 J「嚇ノト比絞）I関口就現出明問中i吾吉」
「）｜関口，偶忽会出現朝鮮i吾没有的単河，那肘候就会亘接説双i吾。j 「因方覚得有些単河、句子周
波活改起来更方告予服、自然。」
その他
「朝鮮i吾説的不好J「但本人双活況的絞多，根据説活対象有肘説朝鮮官。 J「不知道是否i亥用敬
i吾吋周波i吾。J「因方沈聞大部分人使用双i吾J「小別羊河，如阿搭用i吾。 J「有些河i吾不会」
30代：
習慣、便利である。
「比較方便，表法更容易。」 「比校方便交流j 「因方方便需要J「有些双活用朝鮮i吾翻i手不了，
只能用双i吾説。 J「交流方便」
40代：
習1貫である
「耳慣使然j 「b人小耳慣了J
その他
「該子的生活用i吾是双i吾的，所以平吋淡i舌肘只能混合使用朝鮮i吾和双i吾。 J「主要双i吾吉筒意
販，能移清噺表地自己的現点。」
このように慣れているから、便利なので、朝鮮語とか漢語の言葉が思い出せない時などの原因
で混合していることが分かつた。特に 20代では、特定の単語、例えばネット用語は朝鮮語で分か
らないので、漢語を使って使用していること、朝鮮語と漢語の中どちらが伝えやすいかを考えてそ
の言語を使って表すこと、朝鮮語の敬語をどの場で使うかよくわからない時に漢語を使うなど、
年代特有の悩みが反映している。筆者も同じ経験がある。朝鮮語の言葉が思い出せない時、会話
している人の年齢が分からなくて敬語を使うかどうか悩む時などその場に応じて漢語と朝鮮語を
混合使用している。
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b.家庭成員之同使用的活吉？
（家族との会話で使用する言語は？）
表2
40-49 
30～39 
20～29 
10～19 
：＜＇：ご笈翁言夜ご：oちも
0% 20% 40% 60% 80% 
翻朝鮮言語 務朝鮮紛が多い 灘漠諦 謀総がtい
100% 
全体的な傾向では、朝鮮語が多いと答えた人が最も多く 41.8%を占め、朝鮮語だけと答えた人
は 34.2%を占めた（p.38表2右図参照）。 40代以外の全ての年代で同じ傾向である。 40代の、朝
鮮語のみと答えた人の割合は 25%で、あらゆる年代の中で最も低い。この年代は、表1の日常生
活全般の場合よりも朝鮮語の割合が更に減っている。漢語が多いと答えた人の割合が最も高い年
代でもある（37.5%8人中 3人）。子供が 10代で教育のために家庭内で、漢語を使っているのかも
しれない。朝鮮語のみと答えた人の割合は、 20代が 40.6%で一番高い。表 lの日常生活全般の場
合よりも高くなる。この年代の親世代とのコミュニケーションが関係しているのかもしれない。
漢語だけと答えた人は 79人の中 2人（10代と 20代）しかいなかった。
C.在校肘和同学使用的i吾吉是？
（学校の同級生と話す時に使っている言語は。
表 3
40～49 
20ハ－29
0.00% 20.00% 40.00% 60.00% 80.00% 100.00% 120.00% 
・朝鮮言語 。混合使用 線漢詩
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全体的な傾向は、混合使用が最も多く、朝鮮語、漢語の順になっている（p.39表 3右図参照） 。
20代以外の全ての年代で同様な傾向を示している。
漢語を使って学校の同級生と話すと答えた人の割合が、一番高いのは 10代で 30%を占めた。そ
の次に 20代が 18.75%、30代が 14.3%、40代は一人もいなかった。この答えから第二章で述べた
漢語教育の変化と関係があると思われる。今の 10代が受けている学校教育では、漢語の重要性を
強調し、授業中でも漢語で教えていることが多い。朝鮮語を使って交流すると答えた人の割合が
一番多いのは20代で、 59.4%を占めた。40代は 25%、10代は 3.3%を、 30代は一人もいなかった。
筆者は干洪区の小中学校に通ったが、中学校までは学校の同級生と朝鮮語を使って交流し、高校
の時は、会話する相手（違う地域から来た）によってその言語を選択して交流した記憶がある。
この経験をふまえ、 20代の回答者のうち、朝鮮語を使って交流すると答えた人の居住地域を調べ
てみた。 j審河区が 5人、子洪区 4人、東陵区 4人、鉄西区2人、皇姑区一人、蘇家屯区2人、和
平区 l人だ、った。日常生活においても、家庭内でも、学校の同級生とも、藩河区、子洪区と東陵
区の人は朝鮮語を使って交流する割合が高かった。 (p.36、38、39表 l右図参照）
aから cまでの結果によれば、漢語を使うと答えた人の割合が相対的に多いのは、 10代である。
b質問では、漢語を使って交流している 40代の割合も高かったが、職場での需要や子供に合わせ
て使っていることがその原因ではないだろうか。
d.上岡吋，耳慣用車事文阿姑迩是中文阿姑？
（韓国と中国ウェブサイトのなか、よく使うウエブサイトは。
表4
40－〕49
30 ~] 39
20～29 
10～19 
r一一一一一一一一0.00% 20.00% 40.00% 60.00% 80.00% 100β0%120.00切
・斡悶ネット 総べI住iネット
e.在家主要現看軒文屯祝布目迩是中文屯祝市目？
（韓国番組と中国番組のなか、 家でよく見る番組は。）
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表 5
40,_.,49 
30～39 
20～29 
10～19 
。% 20% 40% 60% 80号令 100% 
線鶴際：港総 綴 仁1,1 ~母番組i
全体的な傾向は、ウェブサイトの場合韓国が多く、テレビの場合中国が多い（p.40表 4,5右図参
照）。ネットは全ての年代が同様な傾向、テレビは 20代以外の全ての年代が同様な傾向を示して
いる。 20代は中国語ネットを利用している割合も一番低かったし、中国テレビも一番低かった。
表2で示したように、家族とは朝鮮語のみで会話すると答えた人の割合が最も高い年代である。
一方 30代の人が他の年齢代より中国語ネットを利用していて、 85.7%を占め一番高かった。中国
語番組も第二位に高かった。 10代は 76.7%の人が中国語ネットを利用している反面、 43.3%しか
中国番組をみていなかった。
(2）朝鮮語と漢語の二言語掌握能力についての分析
a.在校吋，朝鮮i吾和訳i吾科目当中覚得卿十更容易掌握？
（学校で、朝鮮語と漢語科目では、どちらが分かりやすいか？）
表6
40～49 
30～39 
20～29 
10～19 
。% 20% 40% 60弘 80% 100% 120% 
・淡諮 綴朝鮮語
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全体的な傾向は、朝鮮語と答えた人が 59.5%、漢語と答えた人が 40.5%である（p.41表 6右図参
照） 。10代以外の全ての年代が同様な傾向を示した。漢語と答えた割合が 60%で最も高い。反対
に最も低いのは 20代で 25%である。10代と 20代の答えが意外であった。漢語教科書の変化と漢
語への重視と同時に、学生達が漢語科目に難しさを感じているのではないかと筆者は考えた。し
かし結果はそうではなかった。表 3で示したように、学校の同級生との会話において、漢語を使
うと答えた人の割合が最も高いのも 10代である。漢語の重要性を強調し、授業中でも漢語で教え
るように 2000年前後に、義務教育の方針に転換あった。 （第二章第一節参照）教育方針転換の直
後の 20代の人の場合は、急に漢語の内容が難しくなったので、漢語科目が難しいと感じているの
ではないか。10代の人は 2000年の教育方針転換が定着した時期の教育を受けているので、上の世
代より漢語に抵抗がなくなっているかもしれない。
b.使用朝鮮i吾写文章肘是否感到吃力？
（朝鮮語で文章を書く時、難しさをかんじるか。
表7
40～49 
30～39 
20～29 
10～19 
0.00% 20‘00% 40.00% 60.00% 80.00% 100.00% 120.00% 
• 1吃力 務不n主力
全体の傾向は難しくないと答えた人が 73.4%、難しいと答えた人が 26.6%である（p.41表 7右
図参照） 。表 6、7を比べてみると、朝鮮語科目が分かりやすいと答えた人の割合が一番高かった
20代が、この質問では、朝鮮語で書くのは難しいと答えた人の割合が最も高い。他の年代も同様
で、漢語科目がわかりやすいと感じるほど、朝鮮語で書くことを難しく感じる傾向がある。
C.使用双i吾写文章吋是否感到吃力？
（漢語で文章を書く時難しさをかんじるか。
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表 8
40～49 
30～39 
20～29 
10～19 
。% 20% 40税｝ 60% 80CJ,色 100切
・1吃カ 綴不l吃）J
全体の傾向は難しいと答えた人が 46.8%、難しくないと答えた人が 53.2%である（p.42表 8右
図参照）。表 7の朝鮮語の場合よりも、難しいと思う人の割合が増える。漢語の文章能力に関し
ては、 30代の人が一番自信を持っていた。 86.7%の人が漢語で文章を書く時難しさを感じていな
いと答えた。その次は 10代（60%）、 20代（47%）、 40代（37.5%）である。表7と比べてみる
と、 40代の人は朝鮮語で文章を書く時は自信があったが、漢語では自信がなかったことが分かつ
た。 30代は漢語でも朝鮮語でも文章力に自信がある人の割合が高い。 20代は朝鮮語で文章を書く
場合は難しさを感じていないと答えた人の割合が最も高かったが、漢語文章力ではそこまでの数
値は見られなかった。 10代は両方同じぐらいの比例を占めていた。
学校の授業の得意不得意との関連性をみてみよう。表 6で 10代は 60%の人が漢語による授業の
方が分かりやすいと答えている。表8の 10代の答えを見ると、やはり 60%の人が漢語で文書を書
く時難しくないと答えた。 40代も同じ傾向で、表 6と表 8の割合が一致している。 20代と 30代
は答えに若干差が出ている。表 6において、 20代では、漢語による授業の方が分かりやすいと答
えている人は 25%だが、表 8では、 47%の人が漢語で書くことは大変ではないと答えている。 30
代は、漢語による授業が分かりやすいと答えた人（42.9%）よりも、漢語で書くことは大変では
ないと答えた人の割合が高い。
d.是否覚得在学校学到的決i吾知i具返返落后子訳族？
（学校で学んだ漢語の知識は、漢族に及ばないと感じるか。
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表9
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30丹 ザ39
20～29 
10～19 
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全体の傾向は、及ばないと答えた人が 7害ljを占める（p.43表 9右図参照）。表 9のように、 30
代と 40代は全員朝鮮族学校で学んだ漢語の知識が漢族学校に及ばないと感じていた。 20代もほと
んど漢族学校に及ばないと答えたが、 10代だ、けその差が高かった。 40代から 10代の順に及ばな
いと感じる人の数が減っている。これは、朝鮮族学校教学の変化と、漢語教育の変化、漢語教科
書の変化との関係があると言えるだろう。インタビューした B 先生の答え23からも分かつたが、
10年前の朝鮮族中学校の漢語教科書の内容は、漢族小学校が使っている教科書と同じレベルだっ
たが今は漢族中学校とほぼ同じレベルで、あることと関係するだろう。
e.平肘眼双族交流肘是否感到吃力？
（漢族と交流する時、難しさを感じるか。）
表 10
40--49 
30－】39.
20～29 
10～19 
O'l令
SO,QQ 
63AO弓も
20% 40（｝も 60% 
・u乞カ 絡先？点吃カ 不nzカ
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80% 100号も
全体の傾向は、難しさを感じると答えた人が 65.8%、少し感じるが 21.5%、感じるが 12.7%だっ
た。10代、 20代は概ねこのような傾向を示す（p.43表 10右図参照） 。漢族との交流で、 30代は
23第二章p.13参照
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全員うまく交流できると答え、その次が 20代、 10代、 40代の順になっている。 20代は 75出（32
人の中 24人）、 10代は 63.4%(30人の中 19人）、 40代は 25%(8人の中 2人）の人が漢族と普
通に交流できると答えた。ちょっと難しさを感じていても日常会話は問題なく、交流できるよう
だ。 30代の全員がうまく交流できると答えているが、漢語文章能力でも自信があると答えた人が
多かったのと対応している。
五現況i吾肘，是否受朝鮮i吾影日向？ （例如i吾法， i吾序……）
（漢語で話す時、朝鮮語の影響があるか。）
表 11 
40,-49 
30～39 
20《－29
10～19 
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100% 
全体の傾向では、ないと答えた人が 57%で、少し多い（p.44表 11右図参照）。 40代では半々、
20代ではあると答えた人の方が少し多い。表 10と一緒にみると、上で漢族との交流で全員難しさ
を感じていないと答えた 30代の割合が一番低かった。 30代の 14.3%の人、つまり漢語で話す時
朝鮮語の影響があると答えた人は一人しかいなかった。二番目に多い年齢層は 10代で 33.3%占め
た。その次が 40代 50%、20代 53%である。朝鮮語の影響を受けていると答えた人の割合が最も
高いのは、 20代だった。
この質問を漢語の文章力（p.55表 8）と比較してみた。 10代は、 60%の人が漢語文章力に自身
を持っていると答え、表 11では 66.7%の人が朝鮮語の影響はないと答えた。 20代は 47%の人が
漢語文章力に自信を持ち、表 llでは 47%の人が影響ないと答えた。 30代は 86.7%の人が漢語文
章力に自身を持っていると答え、表 1では 85.3%の人が朝鮮語の影響はないと答えた。 40代は、
37.5%の人が漢語文章力に自信をもっていて、 50%の人が朝鮮語の影響があると答えた。このよう
に、少し差はあるが、漢語で文章を書く時難しくないと答えた人の割合と大体同じぐらいの割合
の人が、漢語で話す時朝鮮語の影響はないと答えている。
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g.平日す眼双族交流肘是否覚得自己的双i吾水平1m双族有所差距？
（普通漢族との交流で、自分の漢語能力が足りないと感じるか。
表 12
40ん，49
30--39 
20九〆29
10～19 
。% 20% 40＜！－ら 60% 80% 100% 
.商法絶 縁投法r:
全体の傾向では、足りないと思う人が 6割強を占める（p.44表 12右図参照）。表 10で全員う
まく交流できると答えた 30代が意外にも自分の漢語能力は足りないと答えた人の割合が高く、
57. 1怖を占めた（7人中 4人）。 40代は全員が足りないと答えた。 10代は半分の人が自分の漢語能
力は足りないと答え、 20代は 75%のひとが漢語能力がたりないと考えている。交流の得意不得意
と漢語能力の自信は必ずしも一致しないようだ。また、 10代と 20代を比べてみると、 20代の人
は 10代の人より自分の漢語能力が足りないと思う人が多い。ここでも、教育方針転換の影響があ
るかもしれない。
3）朝鮮族としての民族意識についての分析
a.悠是否希望怒的下一代也就i実朝鮮族学校？
（あなたの子供は朝鮮族学校と漢族学校、どちらに進ませたいか。
表 13
40～49 
30 ～39 
20～29 
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自分の子供に対する教育観を調べた。全体の傾向では 7割強の人が朝鮮族学校に進ませたいと答
えている（p.45表 13右図参照） 。漢族学校に進ませたいと答えた人の割合が最も高かったのは 30
代の人で 57.1弘、その次が 20代の 50弘、次が 40代の 25出であった。10代は全員が朝鮮族学校を選
択したが、社会経験の有無が影響するのではないだろうか。20代からは社会に入って、漢族に及
ばないところを自覚した部分と、それから成長環境と自分が教育を受けて来て感じたことに原因
があると思う。漢族学校を選択した人たちの理由を年齢別に聞くと以下の通りである。
20代： 「生活在中国迩是在双族学校学司会更容易融入到迭十社会。」 「希望他精通一日母i吾就
好，軒活可以此小我来教。 J「在中国法十社会迩是双i吾重要，朝鮮i吾可以当第二i吾吉有吋｜司慢慢
学， J「迩是双i吾重要J「双i吾重要J「双i吾比朝鮮活雑学 J 「能移更好地融入社会」 「朝鮮i吾
可以在家自己教，方了以后友展就農奴族学校比絞有利，朝鮮活只是輔助作用J「我小人弘方呪在
双族学校上学有助子長期友展。」 「学ヨ的志西能比朝鮮族学校多一些。 J 「朝鮮族学校不好」
「朝鮮族忌的来悦双活水平比較差，希望就農双族学校多学点知i只。 J
30代： 「双族学校，克争相対更激烈，有助子該子的友展。 」 「朝鮮i吾可以自己教J「双族学校
教育水平高子少数民族学校，朝鮮i吾可以在家里教。 J
40代： 「朝鮮族学校対該子的能力培非方面落后J「方了以后友展］ 「希望下一代尽早融入双族
社会杯境当中」 「有利友展Jなど、漢語の重要性についての答えが多かった。
逆に朝鮮族学校を選択した人たちの理由も聞いてみた。
20代： 「感覚肱骨子里更加多オ多z;, 市E不用航小被克争所圧迫。」 「侍承科族文化J「我不
想我）し子以后被叫成双族人！J 「朝鮮族，希望使用母i吾学ヨ丙「li吾吉。」 「希望下一代也会朝鮮
活。」 「希望下一代也像我一祥会説朝i吾，出生就会双i吾挺好。 J 「其安元所南， Ji関其自然。」
「要不也能叫朝鮮族？」
30代： 「1.現在大部分社会耳境悦的都是双i吾，如果該子民小就上双族学校，那梓的活＊大以后
只会双i吾，但是肱小上朝鮮族学校，而且家里姶該子学三3双i吾耳境的活，夜子長大之后就能況両手中
i吾言。 2.我1']本身是朝鮮族，就庇i亥会使用母i吾。 J「注重文明礼帯。」 「是的，方了民族的延接
性。 J
40代： 「不想去持本民族i吾吉。 J「双族学校克争太大， 井且不能去失軒活。 J「当前形勢下朝
鮮i吾是属子一手中タ卜i吾，所以多掌握一日夕卜i吾是有好赴的。」 「民族之間生活耳慣，礼市等方面有所
不同。」など民族の習慣、礼儀と民族言語の伝承を重視し朝鮮族を選択したという理由が見られ
る。
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b.是否了解朝鮮族的凡俗耳慣？
（朝鮮族の文化習慣を知っているか。
表 14
40－叫49
30～39 
2.0～29 
…一一…一級品勝…一一～受%
10～19 % 
・ょく 知っている 縦少し 滋知ら ない
全体的な傾向では 9割弱の人が良く知っていると答えている（p.46表 14右図参照）。知らない人
は 10代の一人しかいなかった。年齢別に見るとよく知っている結果は意外だった。よく知ってい
ると答えた人の中、 10代が一番多くて 90%も占めた。その次に 20代 87.5%、30代 85.7%、最後
が 40代 37.5%を占めた。結果は意外だったが、逆に考えてみると、 10代は現在教育を受けてい
る段階であり、今まさに民族習慣について学んでいるためではなし、かと思われる。
C.悠是否覚得朝鮮族在社会上有悦勢？
（朝鮮族であることは社会で生きて行く上で、有利だと思うか。
表 15
40～49 
30～39 
20～29 
10～19 
。% 20% 40% 60% 80% 100% 
・有利 誘不利
全体的な傾向では 6割強の人が有利だと答えている（p.47表 15右図参照）。有利だと答えた人の
割合が最も高いのは 10代の人で、 80%(30人中 24人）を占めた。その次に 30代 57.1出（7人の中
4人）、 20代 53.1覧（32人の中 17人）、 40代 50出（8人の中4人）の順になっている。有利だと
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答えた人の理由を聞いて見ると、 「A人事翻i手工作吋尤方明星」 「工作梢微好投点，有i吾吉抗勢。」
「有i吾吉侃勢J 「可以遊再企Jなど吉語面で有利だと回答している。他の区の理由は以下の通り
である。 「工作梢微好我点。 J「i吾吉抗勢「在中国朝鮮i吾是一科タ卜i吾，多掌握一日夕卜i吾是好赴多
多的。 J「考大学的吋候加 10分，述可以用朝鮮i吾答巻。 J「半寛多一「l't:吾吉，如果好好友拝利用
必有侃勢J「在小活科上J「有比較友主主的国家在使用朝鮮i吾。 J「在家北迩算有侃勢」 「就目前
来説相対到特企就~机会多一些？ J 「就駅面寛J「自我牙友的空間和浩拝多一点点」などがあ
る。
一方不利だと答えている人の割合が最も高いのは 50%の 40代である。その次に 20代
46. 9%、30代 42.9%、10代 20%になっているが、 10代が一番低かった。 「E艮双族没法比」 「有没
有抗勢好像是分十人想法和小人資原，我小人主人方在中国社会和国情形勢下，朝鮮族没有什仏侃
勢。 J「一般，没有太大的悦勢」 「在園内友展都得周波i吾，双i吾不好的活，会朝鮮i吾也没有太大
佐勢。 J「会朝鮮i吾的彼多」 「在「大的中国土地上，朝鮮族迩是不太会中国人的淡吐和i吾吉表誌
以及不太会弄清人脈失系。朝鮮族太局限子自己的民族圏了，専致了朋友圏恨狭窄。 J 「覚得在社
会上的侃勢越来越弱J「交応沼固有局限性J「因方中国是少数民族国家，朝鮮族眼其他民族没有
区別，所以就没有什仏抗勢。」 ［杜会自然形成J「我札方不是民族有侃勢，庄i亥眼家庭耳境形成
的小人能力有美系J「多少感覚会有些民族岐祝J「没有太大佐勢，半寛在国内友展需要的是流利
多双i吾J 「朋友圏太小，社交活固局限化。 Jなど理由があった。
表 16を上の表 13と比べてみると、漢族との交流において自分の漢語能力が足りないと感じた
割合が高い年代ほど、この質問でも不利だと答えた割合が高かった。年代別の漢語の重要度に対
する考え方の違いが反映しているようだ。
d.悠希望悠的男一半是朝鮮族迩是双族？理由？
（結婚相手として、朝鮮族と漢族どちらを望んでいるか。）
表 16
40～49 
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20～29 
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。% 20% 40% 60% 
。朝鮮繰 磯漢欽：滋没存特定
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80% 100% 
結婚対象に関する質問であるが、全体的な傾向としては朝鮮族と答えた人が半数以上を占め、
次に特に決めていないと答えた人が 4割ほど、漢族と答えた人が最も少なく 2.5%だ、った（p.48表
16右図参照）。特に決めてないと答えた人の割合は 20代が最も高かった。その次が 10代、 30代、
40代になっている。朝鮮族と答えた人の割合は、 40代が 87.5%で最も高い、その次に 30代
85. 7%、10代 53.3%、20代 40.6%の順になっている。
朝鮮族と結婚したいと答えた人の理由を聞いてみると、
20代： 「受侍統文化影日向。 J「父母命不可述。但是其安元所謂，現在的双族女夜和朝鮮族女該没
什仏区別。都挺耕生慣弄，朝鮮族女該的家努凡俗耳慣己径漸漸没了。 J「耳慣不同想法不同淘通
費効J「凡俗耳慣一祥J「生活耳慣一梓，容易交流。」 「利子淘通，生活耳慣ー祥。 J［喜攻」
30代： 「不能辻朝鮮族血肱断了后不是。 J「生活耳慣相同，相赴校和消。 」 「更有共同
i吾吉J
40代： 「民族三3俗相同，易淘通。 J「耳慣上的区別。 J「双族不易r~句通。 J 「朝鮮族是文
明、勤芳、干浄的民族。 J「生活ヨ俗相似」など、朝鮮族との生活習慣が違うので朝鮮族と結婚
したいという人が数多かった。それから、両親の要求のため、朝鮮族と結婚しなければならない
声もあった。 20代 30代の人は特に決まっていないと考え、どうでもいいと答えた人が多かったが、
逆に 40代の人たちは漢族との習慣や考え方の違いにより、結婚対象としては朝鮮族がいいと考え
ていた。
その他は、民族に関わらず結婚対象を考えていた。その理由としては、 「与民族元美j 「民族
大融合J「朝鮮族有朝鮮族的抗点，況族有双族的伐点。覚得朝鮮族差不多都被双化了。 J「現在
的年経人的民族意思没那仏強，鮮族双族元所i青，喜攻就好。不泣家里人可能会反対技双族。」
「心意相通，感情到位， t欠食没有向題就行。」 「本人迩是双i吾説活方便J「十人党得迭件事情順
其自然，不一定要分民族。 J「不会因方民族不同而用有色眼鏡看一小人，所以元所南是什仏民
族。 」等があった。漢族と結婚したいと答えた人は 20代の二人しかいなかった。
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まとめ
j審陽市在住の朝鮮民族の二言語使用状況と意識について、国家の少数民族政策、教育方針の変
化を追い、教育現場の声、当事者へのアンケート調査によってその影響を探った。最後に、本論
文で明らかになった内容をまとめる。
(1）少数民族居住地域の小中学校における漢語教育は、国家の民族・ 言語・教育政策、少数民族
自身の意識などの様々な要因と関連する複雑な話題である。国家は、少数民族に対して、各民族
の言語文字の保持と同時に、普通話の学習も義務づけているが、それが少数民族にとっては自民
族の言語文字の勉強も行いながら漢語教育も行う二言語教育になっている。新中国成立以来、中
国朝鮮族の教育には様々な変化が生じた。漢語教育にも大きな変化が生じている。
本論文では、朝鮮族の漢語教育史の全面的な考察まではできず、 2000年前後の教育方針の転換
と指導要領から見たその後の変化に限って論じた。今後の課題として漢語教育の背景をより詳し
く考察する必要がある。
(2）漢語教科書に関しては、現在藩陽市朝鮮族学校で、使っている漢語教科書は手元にあり、その
内容は確認することができたが、 2000年以前の教科書は入手できなかった。指導要領の変化とと
もに、教科書にも出てきた具体的な変化は論じることができなかった。
(3）朝鮮族学校の教育における漢語教育の強化は第二章で考察した通りである。これより漢語の
重要性を認識していることが分かつた。そうした教育方針の変化の中で、 j審陽市在住朝鮮族の朝
鮮語と漢語両言語の状況にも変化が生じていると考えられる。j審陽地域の朝鮮族の言語使用状況
に関する調査結果は藩陽市朝鮮族における生活環境と学校教育が与える影響をよく反映しうる。
本論文では、実際に行ったアンケート調査の数字に基づいて両言語使用状況と掌握能力、民族意
識の結果を分析し、 二つの視点からその結果を表した。一つは藩陽市7つ区の地域ごとの傾向、
もう一つは 10代から 40代までの年代別の傾向である。地域の分析では、子洪区、東陵区、蘇家
屯区三つの地域では、その地域の朝鮮族の割合との関係、つまり朝鮮族が集中しているしその割
合が高い地域の朝鮮語の使用率が高い、漢語の使用率は低い関係が見られたが、 j審河区や皇姑区
等地域では、明確な関係は見いだせなかった。例えば、日常生活や家庭内、学校内における干洪
区と蘇家屯区の朝鮮語の使用率は高く、漢語の使用率は低かった。j審河区は家庭内における朝鮮
語の使用率が最も高かった。皇姑区は朝鮮族が一万名以上集中しているのに、漢語の使用率が朝
鮮語より高かった。
年代別の分析では、学齢期にどのような方針に基づく教育を受けていたかが二言語使用に影響
を与えていることが分かつた。例えば日常生活において最も使う言語に関する質問では、朝鮮語
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のみと答えた人の割合は年代が下がるにつれて低くなる。漢語のみと答えた人の割合は 10代と 20
代の割合が 30代 40代より高い。
また、その年代に特有の悩みや生活環境も影響を与えている。例えば日常生活において混合使
用している人にその理由を聞いたが、 20代の答えの中には特定の単語、例えばあるネット用語は
朝鮮語で分からないので必要なときには漢語の用語を使用していることや、朝鮮語の敬語をどの
場で使うかよく分からない時に漢語を使うなど年代特有の悩みが理由として挙げられていた。し
かし、筆者は社会言語学的な調査に関する知識が十分ではなく質問項目に不備があった。より精
度の高い結果を得るためには各年代、地域の回答者の数を揃えるべきで、あった。
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h叩：／／www.gov.cn/ 2015年1月13日確認
http://www.seac.gov.cn/ 2015年1月13日確認
h即：／／www.moe.gov.cn/ 2015年1月13日確認
h叩：／／www.gov.cn/ 2015年1月13日確認
中華人民共和国教育部語言文字応用管理司 http://www.moe.edu.cn/ 2015年1月13日確認
中国語言文字岡 http://www.china-language.gov .en/ 2015年1月13日確認
延地州教育局 http://www.ybedu.net/web2/ 2015年1月13日確認、
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